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昭
和
五
十
五
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
五
日
困
～
十
二

月
二
十
日
㈱
ま
で

入
所
資
格
　
十
日
町
市
に
住
民
登
録

し
て
あ
り
、
保
育
に
欠
け
る
児
童
（
原

則
と
し
て
乳
児
は
除
き
ま
す
）

　
　
水
沢
保
育
所
を
新
設
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提
出
書
類
　
保
育
所
人
所
申
請
書

（
用
紙
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
及
び

各
保
育
所
に
あ
り
ま
す
）

そ
の
他
　
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
事
業
主
の
証
明
書
（
所
定
の

用
紙
）
が
必
要
．
ま
た
祖
父
母
、
父

母
等
が
病
気
の
場
合
は
医
師
の
診
断

書
（
六
十
互
歳
以
上
は
除
く
V
が
必

要
。
人
所
選
考
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

や
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
等
決
定
さ

れ
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
選
考
の

対
象
か
ら
除
外
と
な
り
ま
す

募
集
予
定
人
員

　
レ
日
町
保
育
所
　
　
』
、
十
一
．
一
人

　
川
治
保
育
所
　
　
　
．
』
十
人

　
ド
条
保
育
所
　
　
　
．
．
一
卜
人

　
十
日
町
西
保
育
所
　
．
、
一
十
六
人

　
高
山
保
育
所
　
　
　
二
十
九
人

　
鐙
島
保
育
所
　
　
　
二
十
一
人

　
北
原
保
育
所
　
　
　
十
八
人

㊥
水
沢
保
育
所
　
　
　
百
三
十
人

　
十
日
町
幼
児
園
　
　
、
、
一
十
五
人

　
北
越
保
育
園
　
　
　
二
十
九
人

時飛⑧～ぎ 　
　
～
　
を
に
り
年
金
の
請
求
は
〃
”

後
と

65
歳
で
満
額
、

60
歳
は
42
％
カ
ッ
ト

　
国
民
年
金
の
加
入
者
が

満
六
十
歳
に
な
る
と
、
市

役
所
で
保
険
料
の
掛
け
終

ー
わ
り
と
年
金
請
求
の
ご
案

内
を
差
し
上
げ
て
い
る
。

、
こ
承
知
の
よ
う
に
、
国
民

年
金
は
、
満
六
十
五
歳
で

満
額
支
給
さ
れ
る
。
し
か

し
、
い
く
ら
平
均
寿
命
が

延
ひ
た
か
ら
と
い
，
て
、
健
康
に
自

信
の
な
い
人
は
も
っ
と
早
く
年
金
を

貰
い
た
い
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

国
民
年
金
は
、
六
十
五
歳
を
待
た
ず

に
満
六
十
歳
か
ら
年
金
が
貰
え
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年

金
額
は
請
求
時
の
年
齢
で
別
表
の
よ

う
に
減
額
さ
れ
る
ー
。

　
市
内
城
之
古
に
住
む
C
さ
ん
は
、

満
六
十
歳
に
な
っ
た
こ
と
し
の
十
月

に
、
何
気
な
く
市
民
課
の
国
民
年
金

係
で
手
続
き
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
。

C
さ
ん
は
、
制
度
発
足
時
か
ら
十
κ

年
間
加
入
し
保
険
料
を
納
め
て
き
ま

し
た
、
C
さ
ん
は
六
十
五
歳
で
請
求

す
れ
ば
現
在
の
額
で
．
、
．
↑
四
万
二
千

四
百
円
に
な
る
「
と
二
ろ
が
、
六
十

歳
で
請
求
し
た
か
ら
五
↑
ぺ
欝
の
レ

九
万
八
千
六
百
円
に
し
か
な
ら
な
い

C
さ
ん
は
、
あ
の
と
き
も
「
と
k
く

考
え
れ
ぱ
良
か
口
た
と
な
け
い
て
い

る
。
年
金
は
｝
度
請
求
手
続
き
を
と

る
と
後
に
は
戻
れ
な
い
　
年
金
の
窓

口
で
も
そ
の
旨
説
明
し
て
い
ま
す
が

お
間
違
い
な
さ
ら
な
い
よ
う
、
請
求

の
手
続
き
は
良
く
考
え
て
か
ら
に
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
．
ま
た
、
年
金

の
請
求
は
自
分
の
健
康
と
相
談
し
て

き
め
る
の
が
お
得
の
」
う
で
す
。
年

金
を
受
け
る
権
利
は
六
卜
歳
か
ら
満

額
支
給
は
六
十
五
歳
か
ら
，
、
度
請

求
す
る
と
生
涯
年
金
額
は
変
ら
な
い

六
十
歳
で
貰
う
か
六
十
一
歳
か
六
十

『
．
『
歳
か
満
額
の
六
卜
五
歳
か
は
、
ど

ち
ら
が
得
か
な
～
と
考
え
て
み
ま
し

よ
，
つ
．
、

減額される年金

請求年齢 ｛，らえる分 減額され駈

61歳未満 58％ 42？。

62歳　〃 65％ 35％
63歳　〃 72％ 280〔）

64歳　〃 80％ 20％
65歳　〃 89？6 110。
65歳 100％ 一

ギ　　　　
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四
日
町
保
育
園
　
　
一
．
．
十
九
人

　
山
本
愛
泉
保
育
園
　
』
一
卜
五
人

　
森
の
保
育
園
　
　
　
、
、
、
十
一
人

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
（
3
七
±
一
、
一
一
一

番
内
線
一
二
六
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
二
千
円

▼
匿
名
五
件
二
万
四
千
六
百
…
、
．
十
七

円
　
▼
斉
木
重
郎
（
南
鐙
坂
）
一
．
一
千

円
　
▼
島
田
正
成
（
駅
通
り
）
．
一
f

万
円
（
特
別
社
費
）
　
▼
阿
部
清
七

（
田
中
西
）
．
、
．
万
円
（
母
米
寿
祝
）

▼
岩
田
キ
ケ
イ
（
中
条
）
四
千
円
（
一

円
玉
）
　
▼
千
歳
会
（
山
本
）
四
千

五
百
互
十
円
（
】
円
玉
）
　
▼
柳
重

治
（
袋
町
中
二
一
．
十
万
円
（
香
典
返

し
）
　
▼
村
山
務
（
水
口
）
一
万
円

（
香
典
返
し
）
　
▼
本
町
五
・
六
丁

目
青
年
部
三
万
円
　
▼
碓
井
重
三

（
小
千
谷
市
）
サ
ロ
ン
パ
ス
ニ
十
袋

入
五
十
箱
（
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
）

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
十
】
月
十
五
日
困
　
午
前
八
時
～

正
午
ま
て
　
川
治
上
町
の
一
部
、
大

黒
沢
、
小
黒
沢
、
伊
達
、
新
宮
、
土

市
、
中
村
、
六
箇
山
谷
、
麻
畑
、
田

麦
、
ニ
ツ
屋
、
池
沢
、
当
間
、
鍬
柄

沢
、
船
坂
、
塩
之
又
、
野
中
、
天
池
、

新潟県最低賃金

1日2，542円
（ただし時間給の

　　労働者は1時間319円）

イ嫌都

〆、”’、＼＼
Flへ￥・￥＼w・、
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◎蒸の・
メツ．∫

へ

機
が

　
懲
え
ー
っ

、
庵
㌧

　
　
ζ

へ
鳶
バ蕊
択
－

％
禽

　
　
　
》

　
ヘ
　
　
　
　
レ

あ

‘

今
月
の
納
税
・
　
・
固
定
資
産
税
第
四
期
・
　
・
納
期
限
十
一
月
三
十
日

（
耀
誕
炉
拙
羅
鋤
誌
ポ
）

細
尾
、
池
之
尻
、
漆
島
　
▼
十
一
月

十
五
日
　
午
後
］
時
半
～
四
時
ま
で

馬
場
、
水
沢
、
珠
川
　
▼
十
一
月
一
、

十
七
日
図
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
　
関
根
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
、

池
之
平
、
落
之
水
、
孕
石
、
控
木
、

長
里
▼
十
一
月
二
十
九
日
困
午

前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
嘉
勝
、

轟
木
、
池
谷
、
入
山
、
焼
野
、
慶
地
、

魚
之
田
川
、
新
水
、
蕨
平
、
上
田
原
、

高
場
、
美
女
木
、
三
ツ
山
、
軽
沢
、
宇

田
ケ
沢
、
中
条
菅
沼
、
山
新
田
、
小

貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
箭

　
あ
と
カ
き
＊
箭

○
各
会
場
の
文
化
祭
は
盛
況
で
し
た
。

中
条
で
は
、
今
計
画
さ
れ
て
い
る
十

日
町
史
跡
公
園
を
紹
介
す
る
写
真
、

ス
ラ
イ
ド
展
が
、
ド
条
イ
．
、
は
空
か
ら

み
た
地
区
内
各
部
落
の
写
真
展
が
、

水
沢
で
は
公
民
館
の
設
置
三
十
周
年

を
祝
う
集
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
各

地
で
地
域
に
根
ざ
し
た
土
着
の
文
化

を
創
造
す
る
試
み
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

■市勢／人ロ…50’161人（男24’637人・女25’524人）／世帯数…I　l，947／面積…211，44k㎡（10月1日現在）
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い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
冬
の
北
陸
地
方

の
寒
候
期
予
報
に
よ
り
ま
す
と
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
は
、
寒
暖
の
変
動
が
大
き

く
、
平
均
気
温
、
積
雪
量
は
ほ
ぽ
平
年
並
み
だ
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　
大
雪
に
な
る
と
市
民
生
活
に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
起
き
ま
す
。
豪
雪
時
に
も

雪
の
な
い
時
と
同
じ
生
活
環
境
を
維
持
す
る
に
は
な
ん
と
い
っ
て
も
道
路
の
確

保
が
第
一
で
す
。
十
日
町
土
木
事
務
所
、
市
な
ど
関
係
機
関
は
一
体
と
な
っ
て
主

要
道
路
の
確
保
に
精
力
的
に
つ
と
め
ま
す
が
、
円
滑
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
市
民
の
需
人
願
人
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、

除
雪
作
業
の
障
害
に
な
る
路
上
駐
車
と
除
雪
直
後
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
は
、

お
互
い
に
十
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
除
雪
作
業
の
障
害
や
冬
期
間
の
交
通
渋
滞
を
な
く
す
た
め
に
、
ま
た
、
雪
害

に
よ
る
事
故
が
な
い
よ
う
に
市
民
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除雪対策会議も真剣に

雪
害
対
策
室
を
設
置

　
市
で
は
、
道
路
交
通
の
確
保
、
な

だ
れ
事
故
の
防
止
な
ど
雪
に
ょ
る
被

害
の
防
止
や
軽
減
を
は
か
る
た
め
十

二
月
一
日
か
ら
市
役
所
内
に
雪
害
対

策
室
を
設
置
し
ま
し
た
．
雪
害
対
策

室
は
、
総
勢
五
十
七
名
’
．
㌧
組
織
し
、

雪
害
発
生
の
恐
れ
が
な
く
な
る
ま
で
、

雪
害
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
処

理
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
は
、

気
軽
に
雪
害
対
策
室
（
奮
七
－
三
一

二
番
内
線
二
六
八
）
へ
、
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。市
道
の
除
雪

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
～
三
種

除
雪
路
線
と
委
託
除
雪
、
第
一
・
二

種
圧
雪
路
線
に
区
分
し
て
行
い
ま
す

が
、
常
時
一
車
線
以
上
確
保
を
目
標

と
し
て
い
る
第
一
種
・
二
種
路
線
は

三
十
三
・
八
キ
。
（
昨
年
よ
り
．
。
一
．

ニ
キ
↓
増
）
で
す
。

　
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で
総
勢
三

十
六
名
編
成
．
除
雪
ド
ー
ザ
⑲
、
グ

レ
ー
ダ
ω
、
ロ
ー
タ
リ
ゆ
の
除
雪
機

械
を
中
心
に
冬
期
交
通
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
状
勢
に
応
じ

て
、
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借
り

あ
げ
て
除
雪
を
進
め
、
道
路
確
保
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
．
ま
た
、
山
間
地

域
の
除
雪
で
き
な
い
路
線
は
、
雪
上

車
で
の
圧
雪
を
は
じ
め
雪
上
車
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
り
急
患
輸
送
に
万

全
を
期
し
ま
す
．
な
お
、
豪
雪
の
場

合
は
、
生
活
物
質
の
輸
送
、
主
要
幹

線
道
路
の
除
雪
を
重
点
に
進
め
ま
す
．

国
県
道
の
除
雪

　
国
県
道
の
除
雪
は
、
十
日
町
土
木

事
務
所
管
内
で
、
一
般
国
道
九
四
・

三
ノ
、
主
要
地
方
道
六
十
・
八
キ
・
、

一
般
県
道
八
十
六
・
四
キ
・
の
合
計
二

百
四
十
一
・
五
キ
・
。
昨
年
比
で
二
・

九
キ
。
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
関
係
で
は
、
国
道
二
百
五
十

三
号
線
の
十
日
町
－
名
ケ
山
間
に
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ニ
台
、
ロ
ー
タ
リ
一
台

を
常
時
投
入
し
、
通
年
除
雪
体
制
を
、

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
道
水
沢

石
打
停
車
場
線
が
鍬
柄
沢
ま
で
無
雪

に
な
り
ま
す
．
昨
年
、
四
日
町
地
内

で
試
験
的
に
実
施
し
た
歩
道
除
雪
は
、

今
冬
、
宮
栗
～
水
堀
間
の
一
・
一
キ
・

で
新
た
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
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路
よ
駐
重
憾
除
雪
の
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ッ
カ
ー
車
で
排
除
も

　
今
冬
も
道
路
確
保
の
た
め
に
、
昼
夜
を
わ
か
た
ず
懸
命
な
除
雪
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
除
雪
作

業
の
最
大
の
障
害
は
違
法
駐
車
で
す
。
円
滑
で
能
率
的
な
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
に
路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
路
上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
、
そ
の
修
理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た
費
用
は
駐
車
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
市
、
土
木
事
務
所
、
警
察
署
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
路
上
駐
車
を
レ
ッ

カ
ー
車
で
排
除
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
．

特
に
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
ビ
、
、

く
だ
さ
い
．
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
は
、

町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う
に
日
を
定
め
て
、
土
木

事
務
所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
レ
ろ
て
実
施

し
て
く
だ
さ
い
．
な
お
、
雪
は
路
側
へ
積
み
上
げ
、
車

道
部
は
、
二
車
線
ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
の
際
に
、
足
場
な

ど
に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
屋
根
雪
か
セ
リ
出
し

て
通
行
人
に
危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
早
め
に
除

　
除
雪
作
業
で
、

も
あ
り
ま
す
が
、

て
く
だ
さ
い
。

去
し
て
く
だ
さ
い
。

γ猪

各
戸
の
出
入
口
が
ふ
さ
が
れ
る
場
合

ご
迷
惑
’
．
・
も
、
各
戸
’
．
・
手
直
し
を
し

　
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
な
ど
の
無
秩
序
な
使
用
に
ょ

り
、
水
あ
が
り
な
ど
の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
．
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
使

用
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え

時
間
な
ど
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　、　　、　ゴミは、

　　　　　　　　　除雪後に出して
　　　　　　蓬
　　　J　　　l　　市役所除雪隊

　　　　　　　　　上村政則さん

　市役所除雪隊は36名で9台び）除雪機械を24時

間フノレ回転する体制でび）ぞんでいます。勿論、

路上駐車が一番困まi）ますが前の日から出して

あるゴミ、特に危険物は、雪が降ると見えなく

な’、てロータリーに巻きこんでしまうんです。

朝3時にlll勤するグ）で、うるさいという苦情が

きますが、出勤前までに道路をあけるにはどう

しよう｛、ないでず。冬は自分び）ことばか1）言・・

てられないですがねえ。
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◎
　　　　　　　路上駐車禁止と

　　　　　　　　　　屋根雪処理を

　　、・密群　　　越後交通十日町営業所

　　　　　　　　　藤巻浩三さん

路上駐車にはホトホトまいり玄す・管内をい

ろい7）走ってますが、長岡や小f谷とくらべて

もとりわけ悪いんです。特に土・口にひどいよ

うです。今年は、レッカー車で排除するそうで

すが徹底した取り締卦）をお願いし主す。それ
と屋根雪処理、本町通1）でも、決雲・・た家び）前

が悪いようです。人．並にてきないんでしkうか

ねえ。
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水

　
　
　
　
　
　
　
　
小
干
谷
市

　
市
お
よ
び
土
木
事
務
所
で
は
、

め
て
い
ま
す
。
例
年
、

二
皿

　　　北鐙壌

一幕

（3）

ξ
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望

あ
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ん
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ト
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道
路
除
雪
に
万
全
を
期
す
べ
く
準
備
を
進

　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
　
「
草

の
路
上
放
置
」
「
車
庫
へ
車
の
乗
入
れ
の
た
め
、
車
道
と
歩
道
の
境
に
鉄
板
、

丸
・
角
材
を
放
置
」
し
た
も
の
は
、
法
律
違
反
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
除
雪
の

最
大
の
障
害
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が
こ
れ
ら
の
放
置

物
を
巻
込
ん
だ
場
合
使
用
不
能
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
放
置
し
て
い
た
か
た

に
修
理
代
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
は
み
ん
な
で
利
用
す
る
も
の
で
す
。
お
互
に
注
意
し
あ
い
、
除
雪
作

業
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
道
路
が
効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
十
日
町
土
木
事
務
所
長
　
渡
辺
行
男
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い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
冬
の
北
陸
地
方

の
寒
候
期
予
報
に
よ
り
ま
す
と
十
二
月
か
ら
二
月
ま
で
は
、
寒
暖
の
変
動
が
大
き

く
、
平
均
気
温
、
積
雪
量
は
ほ
ぽ
平
年
並
み
だ
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　
大
雪
に
な
る
と
市
民
生
活
に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
が
起
き
ま
す
。
豪
雪
時
に
も

雪
の
な
い
時
と
同
じ
生
活
環
境
を
維
持
す
る
に
は
な
ん
と
い
っ
て
も
道
路
の
確

保
が
第
一
で
す
。
十
日
町
土
木
事
務
所
、
市
な
ど
関
係
機
関
は
一
体
と
な
っ
て
主

要
道
路
の
確
保
に
精
力
的
に
つ
と
め
ま
す
が
、
円
滑
な
除
雪
作
業
を
行
う
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
市
民
の
需
人
願
人
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、

除
雪
作
業
の
障
害
に
な
る
路
上
駐
車
と
除
雪
直
後
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
に
は
、

お
互
い
に
十
分
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　
除
雪
作
業
の
障
害
や
冬
期
間
の
交
通
渋
滞
を
な
く
す
た
め
に
、
ま
た
、
雪
害

に
よ
る
事
故
が
な
い
よ
う
に
市
民
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除雪対策会議も真剣に

雪
害
対
策
室
を
設
置

　
市
で
は
、
道
路
交
通
の
確
保
、
な

だ
れ
事
故
の
防
止
な
ど
雪
に
ょ
る
被

害
の
防
止
や
軽
減
を
は
か
る
た
め
十

二
月
一
日
か
ら
市
役
所
内
に
雪
害
対

策
室
を
設
置
し
ま
し
た
．
雪
害
対
策

室
は
、
総
勢
五
十
七
名
’
．
㌧
組
織
し
、

雪
害
発
生
の
恐
れ
が
な
く
な
る
ま
で
、

雪
害
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
処

理
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
は
、

気
軽
に
雪
害
対
策
室
（
奮
七
－
三
一

二
番
内
線
二
六
八
）
へ
、
こ
連
絡
く

だ
さ
い
。市
道
の
除
雪

　
市
道
の
除
雪
は
、
第
一
種
～
三
種

除
雪
路
線
と
委
託
除
雪
、
第
一
・
二

種
圧
雪
路
線
に
区
分
し
て
行
い
ま
す

が
、
常
時
一
車
線
以
上
確
保
を
目
標

と
し
て
い
る
第
一
種
・
二
種
路
線
は

三
十
三
・
八
キ
。
（
昨
年
よ
り
．
。
一
．

ニ
キ
↓
増
）
で
す
。

　
除
雪
隊
は
、
昼
夜
交
替
で
総
勢
三

十
六
名
編
成
．
除
雪
ド
ー
ザ
⑲
、
グ

レ
ー
ダ
ω
、
ロ
ー
タ
リ
ゆ
の
除
雪
機

械
を
中
心
に
冬
期
交
通
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
状
勢
に
応
じ

て
、
民
間
保
有
の
除
雪
機
械
を
借
り

あ
げ
て
除
雪
を
進
め
、
道
路
確
保
に

全
力
を
あ
げ
ま
す
．
ま
た
、
山
間
地

域
の
除
雪
で
き
な
い
路
線
は
、
雪
上

車
で
の
圧
雪
を
は
じ
め
雪
上
車
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
に
よ
り
急
患
輸
送
に
万

全
を
期
し
ま
す
．
な
お
、
豪
雪
の
場

合
は
、
生
活
物
質
の
輸
送
、
主
要
幹

線
道
路
の
除
雪
を
重
点
に
進
め
ま
す
．

国
県
道
の
除
雪

　
国
県
道
の
除
雪
は
、
十
日
町
土
木

事
務
所
管
内
で
、
一
般
国
道
九
四
・

三
ノ
、
主
要
地
方
道
六
十
・
八
キ
・
、

一
般
県
道
八
十
六
・
四
キ
・
の
合
計
二

百
四
十
一
・
五
キ
・
。
昨
年
比
で
二
・

九
キ
。
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
関
係
で
は
、
国
道
二
百
五
十

三
号
線
の
十
日
町
－
名
ケ
山
間
に
、

ブ
ル
ド
ー
ザ
ニ
台
、
ロ
ー
タ
リ
一
台

を
常
時
投
入
し
、
通
年
除
雪
体
制
を
、

整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
道
水
沢

石
打
停
車
場
線
が
鍬
柄
沢
ま
で
無
雪

に
な
り
ま
す
．
昨
年
、
四
日
町
地
内

で
試
験
的
に
実
施
し
た
歩
道
除
雪
は
、

今
冬
、
宮
栗
～
水
堀
間
の
一
・
一
キ
・

で
新
た
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
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路
よ
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重
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除
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車
で
排
除
も

　
今
冬
も
道
路
確
保
の
た
め
に
、
昼
夜
を
わ
か
た
ず
懸
命
な
除
雪
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
除
雪
作

業
の
最
大
の
障
害
は
違
法
駐
車
で
す
。
円
滑
で
能
率
的
な
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
に
路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
も
し
、
除
雪
作
業
の
た
め
路
上
駐
車
禁
止
場
所
に
駐
車
し
て
い
る
車

を
損
傷
し
た
場
合
、
そ
の
修
理
代
や
車
を
排
除
さ
せ
る
た
め
に
要
し
た
費
用
は
駐
車
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
市
、
土
木
事
務
所
、
警
察
署
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
路
上
駐
車
を
レ
ッ

カ
ー
車
で
排
除
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
．

特
に
、
除
雪
や
消
雪
を
し
た
道
路
に
雪
を
捨
て
な
ビ
、
、

く
だ
さ
い
．
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す
場
合
は
、

町
内
毎
に
一
斉
に
お
ろ
す
よ
う
に
日
を
定
め
て
、
土
木

事
務
所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を
レ
ろ
て
実
施

し
て
く
だ
さ
い
．
な
お
、
雪
は
路
側
へ
積
み
上
げ
、
車

道
部
は
、
二
車
線
ま
た
は
一
車
線
を
必
ず
確
保
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
の
際
に
、
足
場
な

ど
に
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
屋
根
雪
か
セ
リ
出
し

て
通
行
人
に
危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
早
め
に
除

　
除
雪
作
業
で
、

も
あ
り
ま
す
が
、

て
く
だ
さ
い
。

去
し
て
く
だ
さ
い
。

γ猪

各
戸
の
出
入
口
が
ふ
さ
が
れ
る
場
合

ご
迷
惑
’
．
・
も
、
各
戸
’
．
・
手
直
し
を
し

　
流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
毎
年
、
流
雪
溝
や
側
溝
な
ど
の
無
秩
序
な
使
用
に
ょ

り
、
水
あ
が
り
な
ど
の
溢
水
や
住
宅
浸
水
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
．
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
使

用
さ
れ
る
皆
さ
ん
が
、
お
互
い
に
他
人
の
こ
と
を
考
え

時
間
な
ど
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　、　　、　ゴミは、

　　　　　　　　　除雪後に出して
　　　　　　蓬
　　　J　　　l　　市役所除雪隊

　　　　　　　　　上村政則さん

　市役所除雪隊は36名で9台び）除雪機械を24時

間フノレ回転する体制でび）ぞんでいます。勿論、

路上駐車が一番困まi）ますが前の日から出して

あるゴミ、特に危険物は、雪が降ると見えなく

な’、てロータリーに巻きこんでしまうんです。

朝3時にlll勤するグ）で、うるさいという苦情が

きますが、出勤前までに道路をあけるにはどう

しよう｛、ないでず。冬は自分び）ことばか1）言・・

てられないですがねえ。

ツ蛍■

・『歴ンネル　　　　■■■

，賑、製

難珊搬欄

lr剛1

蕊
．
　・1㌔

ぺ

口欄闘

水沢

誹
日　■

　■　’：
　■
　‘
　9
　P　，ll 警

察

燃　

回⊆；；コ 湧lll
驕．・

十日町駅 土市駅

置K

ll

四日釘
市宮佳宅　　　　　衛生センタ｝

　　　　　　工場団埴

浅洞磯

．・1幡

　築

と畜鳩

北鐙壌　　　　　　南縄板
一山
’谷

小衆

　　　　樽．’

　　　　沢

営一，軟

側

南縄壌

と♂監ガ夢お

蝉、

◎
　　　　　　　路上駐車禁止と

　　　　　　　　　　屋根雪処理を

　　、・密群　　　越後交通十日町営業所

　　　　　　　　　藤巻浩三さん

路上駐車にはホトホトまいり玄す・管内をい

ろい7）走ってますが、長岡や小f谷とくらべて

もとりわけ悪いんです。特に土・口にひどいよ

うです。今年は、レッカー車で排除するそうで

すが徹底した取り締卦）をお願いし主す。それ
と屋根雪処理、本町通1）でも、決雲・・た家び）前

が悪いようです。人．並にてきないんでしkうか

ねえ。

」
」
口
叫

　
　
　
　
　
　
　
。
矩
ユ
、

　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
小
干
谷
市

　
市
お
よ
び
土
木
事
務
所
で
は
、

め
て
い
ま
す
。
例
年
、

二
皿

　　　北鐙壌

一幕

（3）

ξ
こ
に
　
0

碁
菱
・
。
ノ
4
望

あ
か
ー
ん
禦
．
必

／／／・

ト
鰍

o
　
止
　
　
　
　
〆

轟
灘
櫛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
除
雪
に
万
全
を
期
す
べ
く
準
備
を
進

　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
　
「
草

の
路
上
放
置
」
「
車
庫
へ
車
の
乗
入
れ
の
た
め
、
車
道
と
歩
道
の
境
に
鉄
板
、

丸
・
角
材
を
放
置
」
し
た
も
の
は
、
法
律
違
反
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
除
雪
の

最
大
の
障
害
に
な
り
ま
す
。
も
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が
こ
れ
ら
の
放
置

物
を
巻
込
ん
だ
場
合
使
用
不
能
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
放
置
し
て
い
た
か
た

に
修
理
代
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
は
み
ん
な
で
利
用
す
る
も
の
で
す
。
お
互
に
注
意
し
あ
い
、
除
雪
作

業
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
道
路
が
効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
十
日
町
土
木
事
務
所
長
　
渡
辺
行
男



博
o
o
臥

（4）とおガ夢3’第3種郵便物認可）昭和54年12月10日

㎜
難
熱
欝
灘
齢
隷
㎜

入
し
、
赤
倉
に
管
理
棟
を
建
設
し
、
湿
地
ブ
ル
ド
ー
ザ
も
常
駐

さ
せ
て
、
生
活
道
路
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
冬
期
間
に
孤
立
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
二
十

三
集
落
に
、
冬
期
保
安
要
員
を
三
十
名
配
置
し
、
地
区
民
の
安

全
と
生
活
環
境
の
維
持
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
美
佐
島
地
区
で
は
、
現
在
、
猿
倉

ま
で
県
道
の
第
三
種
除
雪
路
線
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
最
深
部
の
赤
倉
ま

で
は
、
急
患
用
雪
上
車
で
主
に
生
活

路
線
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
状
態

で
、
立
地
条
件
に
も
恵
ま
れ
ず
、
な

だ
れ
の
危
険
ヵ
所
も
あ
っ
て
、
道
路

の
確
保
に
は
困
難
を
き
た
し
て
い
ま

す
．
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
冬
期
間

の
孤
立
集
落
解
消
と
、
集
落
の
機
能

維
持
の
た
め
二
千
十
四
万
三
千
円
を

か
け
て
、
赤
倉
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
兼
ね
た
管
理
棟
を
建
設
し

除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
も
一
台
常
駐
さ
せ

て
冬
期
間
の
道
路
確
保
に
活
躍
す
る

ご
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
も
な
る
管
理
棟
で
は
、
克
雪
に
対

す
る
共
同
意
識
や
連
帯
感
を
育
て
る

た
め
、
各
種
の
研
修
や
講
習
、
集
会

の
場
と
し
て
活
発
な
利
用
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
集
落
防
雪
体
制
の
拠
点

と
し
て
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
行
き
ま
す
。

保
安
要
員
を
配
置

　
市
で
は
、
山
間
地
で
冬
期
孤
立
状

態
に
な
る
二
十
三
集
落
を
対
象
に
三

十
人
の
冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　
保
安
要
員
は
、
十
二
月
か
ら
三
月

ま
で
の
四
ヵ
月
間
、
主
要
生
活
道
路

の
圧
雪
等
に
よ
る
交
通
確
保
、
生
活

保
護
世
帯
な
ど
の
屋
根
雪
除
雪
、
救

急
患
者
の
輸
送
な
ど
地
域
住
民
の
安

全
と
生
活
環
境
維
持
向
上
の
た
め
活

躍
し
ま
す
。

　
保
安
要
員
の
設
置
集
落
と
氏
名
は

（
津
池
）
小
林
哲
治
、
　
（
菅
沼
V

庭
野
重
男
、
　
（
大
池
）
高
橋
甚
平
、

（
赤
倉
）
庭
野
忠
郎
、
　
（
小
貫
）
庭

野
友
治
、
　
（
東
枯
木
又
）
山
田
栄
、

（
西
枯
木
又
）
春
川
満
昭
、
　
（
三
ツ

山
）
大
津
文
四
郎
、
　
（
上
田
原
）
西

山
敏
晃
、
　
（
池
谷
、
入
山
）
曾
根
貢

大
島
誠
次
、
　
（
船
坂
）
徳
永
明
男
、

（
塩
ノ
又
）
桑
原
定
男
、
桑
原
清
正

（
鉢
）
尾
身
正
作
、
　
（
中
手
）
江
村

武
治
、
　
（
中
平
）
尾
身
正
徳
、
　
（
名

ケ
山
）
小
海
友
作
、
小
海
英
郎

（
慶
地
）
小
宮
山
文
二
、
小
宮
山
弥
、

（
二
子
）
山
田
作
治
、
水
落
寅
一
、

（
願
入
）
水
落
丑
松
、
水
落
巻
治
、

（
塩
野
）
水
落
文
男
、
　
（
池
沢
）
樋

口
与
吉
、
　
（
鍬
柄
沢
）
桑
原
新
二
、

（
南
雲
）
飯
塚
常
男
、
　
（
珠
川
）
金

沢
進
の
皆
さ
ん
’
．
・
す
．

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も

発
生
し
ま
す
．
危
険
の

場
所
が
あ
る
と
き
に
は

十
分
注
意
し
、
ま
た
必

要
に
よ
り
な
だ
れ
危
険

標
識
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
雪
庇
の
排
除
や

う
回
路
の
確
保
な
ど
、

な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、

児
童
、
生
徒
の
登
下
校

時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損

紛
失
な
ど
の
場
合
に
は
、
部
落
で
竹

ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
措

置
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
水
利
の
除
雪
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

ー
鰯
　
●

　
　
堀

　
寒
さ
が
き
び
し
く
な
る
に
つ
れ
て

ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど
火
気
を
使

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

赤倉

庭野六郎さん

　センターが出来て、ようやく長年の念願であ

った冬期間の無雪化に光明が見い出せたようで

陸の孤島の解消に希望がもててきました。運営

は美佐島地区でやりますので、燃料、ブルの運

転手の人件費などひと冬で百万円以上の経費が

かか1）ますから一層の援助をお願いしたいです

　赤倉神楽も正月．には、NHKや新潟のホテル

かド）出演依頼がきていますし、センターはその

練習場にも使わしてもらいます．

バス路線の

　確保が悲願

名ケ山

小海勝誠さん

　今冬は名ケ山まで無雪路線に組み入れられて

喜んでいます。名ケ山、中平で通勤通学者が30

人くらいいますからバス路線も是非確保してい

ただきたいものです。高校生のト宿代は1ヵ月

4万～4万5千円もしますから大変なんです．

無雪になるとお医者さんにどうしてもグ）急病の

時、往診も頼めるようになります。それとデバ

タがこの地区にも何軒も入ってますし、東頸城

との経済交流も盛んになると思います．

　
今
年
は
、
市
内
で
ま
だ
｝
件
も
、

全
焼
半
焼
火
災
が
な
く
無
火
災
記
録

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
万
一
火
災
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
雪
お
ろ

し
や
道
路
除
雪
な
ど
に
よ
り
消
火
栓

や
防
火
水
槽
が
埋
ま
る
こ
と
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

よ
う
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
路
上
駐
車
の
た
め
、
消
防

車
や
救
急
車
が
通
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
．
車
は
き
め
ら
れ
た
と
こ
ろ

に
駐
車
し
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

雪
水
は
ね
あ
げ
に

　
　
　
細
心
の
注
意
を

赤倉に完成した管理棟

　ブルドーザ、雪上車を配置

陸の孤島の

　　解消に

　『　
　
　
　
　
　
ケ
7

cq
、
．
．
≒

　
　
　
　
函
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
唖

　
消
雪
パ
イ
プ
路
線
は
年
々
伸
び
、

今
年
は
、
国
県
道
で
二
十
一
キ
。
材
、

市
道
で
十
四
キ
。
屓
に
も
達
し
ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
に
よ
る
消
雪
路
線
が
伸

び
る
に
つ
れ
て
、
車
に
よ
る
雪
水
の

は
ね
あ
げ
で
多
く
の
被
害
が
で
て
い

ま
す
。
特
に
被
害
者
は
、
通
学
時
の

小
・
中
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
歩
行
者
の
身
に

な
っ
て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
た
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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十
日
町
市
と
卍
日
町
地
区
交
通
安

全
協
会
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
、

全
国
に
さ
き
が
け
て
、
二
輪
車
運
転

者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
「
安
全
マ
ー
ク
」

を
つ
け
よ
う
と
い
う
運
動
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
の
二
輪
車
、
と
り
わ
け
原
動

機
付
自
転
車
の
普
及
に
と
も
な
い
、

こ
れ
に
関
係
す
る
事
故
も
激
増
し
て
、

市
内
の
全
事
故
件
数
の
半
分
以
上
を

し
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
原
付
運
転
者
が
負
傷

し
て
お
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
れ
ば
負
傷
せ
ず
に
す
ん
だ
か
、

負
傷
し
て
も
軽
傷
で
す
ん
だ
と
思
わ

れ
る
事
故
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

二輪車事故件数
年度 全事故 二輪車 全事故に占める割合

51 125 53 42．4％

52 122 45 36．9％

53 119 46 38．7％

　54
（集0月末まで） 99 51 51．5％

　
こ
の
た
め
、
市
内
居
住
の
運
転
者

の
安
全
と
事
故
予
防
の
た
め
に
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
前
後
に
「
安
全
マ
ー
ク
」

を
つ
け
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
習

慣
化
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
．
こ
の
マ
ー
ク
を
つ
け
て
原
付
運

転
者
自
身
が
安
全
運
転
を
励
行
し
ょ

う
と
い
う
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
と
、
四
輪
車
な
ど
の
一
般
運
転
者

に
対
し
て
も
、
二
輪
車
が
常
に
被
害

者
的
立
場
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
、
保
護
的
な
運
転
を
し
て

事
故
の
防
止
に
つ
と
め
て
も
ら
う
こ

と
も
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
安
全
マ
ー
ク
」
は
、
法
的

な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
動
の

趣
旨
を
理
解
し
て
、
こ
の
運
動
の
輪

を
広
げ
る
た
め
に
も
、
二
輪
車
運
転
者

の
全
員
か
ら
着
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
．
と
り
わ
け
、
免
許
取
得
直
後

の
初
心
者
の
か
た
は
、
．
万
年
く
ら
い

こ
の
マ
ー
ク
の
着
用
に
、
こ
協
力
く
だ

さ
い
．
中
魚
沼
郡
内
の
三
町
村
で
も

市
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
運
動
の
輪

に
加
わ
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
な
お
、
こ
の
マ
ー
ク
は
、
市
役
所

環
境
課
（
8
七
ー
三
二
一
番
内
線

一
三
六
）
か
十
日
町
地
区
安
全
協
会

で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
．

冬
の
交
通
安
全
運
動
1
2
／
11
～
L
／
m

　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
、
十

二
月
十
一
日
～
一
月
十
日
ま
で
県
下

一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
．

　
十
二
月
は
、
　
一
年
の
う
ち
で
も
最

も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
す
。
特
に

年
末
は
、
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も

気
分
的
に
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
な

り
ま
す
。
気
ぜ
わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ

多　　ハ　　ノいう　　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　　　　　　　　　　　　　　く

》　安全マークを．1
　　　　　　　　　　全県下に1

　　　　　　　　　　　　　　　　　く

1問鷺談謄瓢灘u
購灘鱗敵灘認1
》るノレでね．　　　　　　1
｝交鰍全では、な／しレし、、、ても飲酒運《

1転び驚す・これは磁以前び）買

聯1藷灘1憂1
滋二泌二＾、＿」

が
高
じ
、
と
も
す
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追
い
越
し
な
ど

も
目
立
ち
ま
す
。

　
道
路
は
、
積
雪
や
凍
結
な
ど
に
よ

っ
て
条
件
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
こ
の
時
期
に
ふ
え
る
の
が
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
す
。
年
末
年

始
の
交
通
事
故
防
止
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
運
動
の
重
点
は

↓
、
飲
酒
運
転
の
追
放

二
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

三
、
夜
間
事
故
防
止

四
、
踏
切
事
故
防
止

五
、
違
法
駐
車
の
排
除

　
の
五
項
目
で
す
。
五
項
目
の
中
で

も
飲
酒
運
転
の
追
放
と
違
法
駐
車
の

排
除
は
市
民
一
人
一
人
の
自
覚
で
一

掃
で
き
る
事
項
で
す
の
で
お
互
い
に

注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

白バイ2台、反射鏡5基を寄贈

　　　　　　　　　一市農協一
　市農業協同組合では、組合事業とし

て実施している自賠責共済の積立金の

うち、調整準備金を財源として、市の交

通安全対策に毎年水銀灯、反射鏡など

を寄贈しています。昨年は白バイ6台、

今年は、白バイ2台と反射鏡5基を市
に寄贈していただき、交通安全に活躍

しています。

飯
山
線
踏
切
敷
板

　
　
　
を
撤
去
し
ま
す

　
降
雪
期
間
中
飯
山
線
の
踏
切
敷
板

を
撤
去
す
る
踏
切
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
踏
切
に
よ
っ
て
撤
去
期
間

が
違
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
事
故
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
下
請

　
　
取
引
を
あ
っ
せ
ん

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
〔
新
潟
市
学
校
町
遵
二
番
町
学

校
町
ビ
ル
四
階
（
奮
〇
二
五
二
ー
二

二
I
O
O
二
五
番
）
〕
で
は
、
下
請

中
小
企
業
と
発
注
企
業
の
下
請
取
引

の
紹
介
あ
っ
せ
ん
、
経
営
・
技
術
の

相
談
及
び
下
請
取
引
に
関
す
る
苦
情

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
公
社
で
は
、
小
規
模
企

業
の
設
備
近
代
化
の
た
め
の
設
備
貸

与
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
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入
し
、
赤
倉
に
管
理
棟
を
建
設
し
、
湿
地
ブ
ル
ド
ー
ザ
も
常
駐

さ
せ
て
、
生
活
道
路
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
冬
期
間
に
孤
立
状
態
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
二
十

三
集
落
に
、
冬
期
保
安
要
員
を
三
十
名
配
置
し
、
地
区
民
の
安

全
と
生
活
環
境
の
維
持
向
上
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
美
佐
島
地
区
で
は
、
現
在
、
猿
倉

ま
で
県
道
の
第
三
種
除
雪
路
線
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
最
深
部
の
赤
倉
ま

で
は
、
急
患
用
雪
上
車
で
主
に
生
活

路
線
の
確
保
に
つ
と
め
て
い
る
状
態

で
、
立
地
条
件
に
も
恵
ま
れ
ず
、
な

だ
れ
の
危
険
ヵ
所
も
あ
っ
て
、
道
路

の
確
保
に
は
困
難
を
き
た
し
て
い
ま

す
．
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
冬
期
間

の
孤
立
集
落
解
消
と
、
集
落
の
機
能

維
持
の
た
め
二
千
十
四
万
三
千
円
を

か
け
て
、
赤
倉
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
兼
ね
た
管
理
棟
を
建
設
し

除
雪
ブ
ル
ド
ー
ザ
も
一
台
常
駐
さ
せ

て
冬
期
間
の
道
路
確
保
に
活
躍
す
る

ご
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
も
な
る
管
理
棟
で
は
、
克
雪
に
対

す
る
共
同
意
識
や
連
帯
感
を
育
て
る

た
め
、
各
種
の
研
修
や
講
習
、
集
会

の
場
と
し
て
活
発
な
利
用
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
集
落
防
雪
体
制
の
拠
点

と
し
て
地
域
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ

て
行
き
ま
す
。

保
安
要
員
を
配
置

　
市
で
は
、
山
間
地
で
冬
期
孤
立
状

態
に
な
る
二
十
三
集
落
を
対
象
に
三

十
人
の
冬
期
集
落
保
安
要
員
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　
保
安
要
員
は
、
十
二
月
か
ら
三
月

ま
で
の
四
ヵ
月
間
、
主
要
生
活
道
路

の
圧
雪
等
に
よ
る
交
通
確
保
、
生
活

保
護
世
帯
な
ど
の
屋
根
雪
除
雪
、
救

急
患
者
の
輸
送
な
ど
地
域
住
民
の
安

全
と
生
活
環
境
維
持
向
上
の
た
め
活

躍
し
ま
す
。

　
保
安
要
員
の
設
置
集
落
と
氏
名
は

（
津
池
）
小
林
哲
治
、
　
（
菅
沼
V

庭
野
重
男
、
　
（
大
池
）
高
橋
甚
平
、

（
赤
倉
）
庭
野
忠
郎
、
　
（
小
貫
）
庭

野
友
治
、
　
（
東
枯
木
又
）
山
田
栄
、

（
西
枯
木
又
）
春
川
満
昭
、
　
（
三
ツ

山
）
大
津
文
四
郎
、
　
（
上
田
原
）
西

山
敏
晃
、
　
（
池
谷
、
入
山
）
曾
根
貢

大
島
誠
次
、
　
（
船
坂
）
徳
永
明
男
、

（
塩
ノ
又
）
桑
原
定
男
、
桑
原
清
正

（
鉢
）
尾
身
正
作
、
　
（
中
手
）
江
村

武
治
、
　
（
中
平
）
尾
身
正
徳
、
　
（
名

ケ
山
）
小
海
友
作
、
小
海
英
郎

（
慶
地
）
小
宮
山
文
二
、
小
宮
山
弥
、

（
二
子
）
山
田
作
治
、
水
落
寅
一
、

（
願
入
）
水
落
丑
松
、
水
落
巻
治
、

（
塩
野
）
水
落
文
男
、
　
（
池
沢
）
樋

口
与
吉
、
　
（
鍬
柄
沢
）
桑
原
新
二
、

（
南
雲
）
飯
塚
常
男
、
　
（
珠
川
）
金

沢
進
の
皆
さ
ん
’
．
・
す
．

　
な
だ
れ
は
新
雪
で
も

発
生
し
ま
す
．
危
険
の

場
所
が
あ
る
と
き
に
は

十
分
注
意
し
、
ま
た
必

要
に
よ
り
な
だ
れ
危
険

標
識
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
、
雪
庇
の
排
除
や

う
回
路
の
確
保
な
ど
、

な
だ
れ
に
よ
る
事
故
防

止
を
図
る
と
と
も
に
、

児
童
、
生
徒
の
登
下
校

時
の
安
全
確
保
に
は
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
な
だ
れ
危
険
標
識
の
破
損

紛
失
な
ど
の
場
合
に
は
、
部
落
で
竹

ざ
お
、
赤
い
布
な
ど
を
利
用
し
て
措

置
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
水
利
の
除
雪
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

ー
鰯
　
●

　
　
堀

　
寒
さ
が
き
び
し
く
な
る
に
つ
れ
て

ス
ト
ー
ブ
や
コ
タ
ツ
な
ど
火
気
を
使

う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

赤倉

庭野六郎さん

　センターが出来て、ようやく長年の念願であ

った冬期間の無雪化に光明が見い出せたようで

陸の孤島の解消に希望がもててきました。運営

は美佐島地区でやりますので、燃料、ブルの運

転手の人件費などひと冬で百万円以上の経費が

かか1）ますから一層の援助をお願いしたいです

　赤倉神楽も正月．には、NHKや新潟のホテル

かド）出演依頼がきていますし、センターはその

練習場にも使わしてもらいます．

バス路線の

　確保が悲願

名ケ山

小海勝誠さん

　今冬は名ケ山まで無雪路線に組み入れられて

喜んでいます。名ケ山、中平で通勤通学者が30

人くらいいますからバス路線も是非確保してい

ただきたいものです。高校生のト宿代は1ヵ月

4万～4万5千円もしますから大変なんです．

無雪になるとお医者さんにどうしてもグ）急病の

時、往診も頼めるようになります。それとデバ

タがこの地区にも何軒も入ってますし、東頸城

との経済交流も盛んになると思います．

　
今
年
は
、
市
内
で
ま
だ
｝
件
も
、

全
焼
半
焼
火
災
が
な
く
無
火
災
記
録

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
万
一
火
災
が

発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
雪
お
ろ

し
や
道
路
除
雪
な
ど
に
よ
り
消
火
栓

や
防
火
水
槽
が
埋
ま
る
こ
と
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

よ
う
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
路
上
駐
車
の
た
め
、
消
防

車
や
救
急
車
が
通
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
．
車
は
き
め
ら
れ
た
と
こ
ろ

に
駐
車
し
、
消
防
活
動
に
支
障
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

雪
水
は
ね
あ
げ
に

　
　
　
細
心
の
注
意
を

赤倉に完成した管理棟

　ブルドーザ、雪上車を配置

陸の孤島の

　　解消に

　『　
　
　
　
　
　
ケ
7

cq
、
．
．
≒

　
　
　
　
函
餌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
唖

　
消
雪
パ
イ
プ
路
線
は
年
々
伸
び
、

今
年
は
、
国
県
道
で
二
十
一
キ
。
材
、

市
道
で
十
四
キ
。
屓
に
も
達
し
ま
す
。

消
雪
パ
イ
プ
に
よ
る
消
雪
路
線
が
伸

び
る
に
つ
れ
て
、
車
に
よ
る
雪
水
の

は
ね
あ
げ
で
多
く
の
被
害
が
で
て
い

ま
す
。
特
に
被
害
者
は
、
通
学
時
の

小
・
中
学
生
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
歩
行
者
の
身
に

な
っ
て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
た
運
転
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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十
日
町
市
と
卍
日
町
地
区
交
通
安

全
協
会
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
、

全
国
に
さ
き
が
け
て
、
二
輪
車
運
転

者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
「
安
全
マ
ー
ク
」

を
つ
け
よ
う
と
い
う
運
動
を
起
こ
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
の
二
輪
車
、
と
り
わ
け
原
動

機
付
自
転
車
の
普
及
に
と
も
な
い
、

こ
れ
に
関
係
す
る
事
故
も
激
増
し
て
、

市
内
の
全
事
故
件
数
の
半
分
以
上
を

し
め
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
原
付
運
転
者
が
負
傷

し
て
お
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
れ
ば
負
傷
せ
ず
に
す
ん
だ
か
、

負
傷
し
て
も
軽
傷
で
す
ん
だ
と
思
わ

れ
る
事
故
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

二輪車事故件数
年度 全事故 二輪車 全事故に占める割合

51 125 53 42．4％

52 122 45 36．9％

53 119 46 38．7％

　54
（集0月末まで） 99 51 51．5％

　
こ
の
た
め
、
市
内
居
住
の
運
転
者

の
安
全
と
事
故
予
防
の
た
め
に
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
前
後
に
「
安
全
マ
ー
ク
」

を
つ
け
て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
習

慣
化
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
．
こ
の
マ
ー
ク
を
つ
け
て
原
付
運

転
者
自
身
が
安
全
運
転
を
励
行
し
ょ

う
と
い
う
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
と
、
四
輪
車
な
ど
の
一
般
運
転
者

に
対
し
て
も
、
二
輪
車
が
常
に
被
害

者
的
立
場
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

て
も
ら
い
、
保
護
的
な
運
転
を
し
て

事
故
の
防
止
に
つ
と
め
て
も
ら
う
こ

と
も
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
安
全
マ
ー
ク
」
は
、
法
的

な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
動
の

趣
旨
を
理
解
し
て
、
こ
の
運
動
の
輪

を
広
げ
る
た
め
に
も
、
二
輪
車
運
転
者

の
全
員
か
ら
着
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
．
と
り
わ
け
、
免
許
取
得
直
後

の
初
心
者
の
か
た
は
、
．
万
年
く
ら
い

こ
の
マ
ー
ク
の
着
用
に
、
こ
協
力
く
だ

さ
い
．
中
魚
沼
郡
内
の
三
町
村
で
も

市
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
運
動
の
輪

に
加
わ
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
な
お
、
こ
の
マ
ー
ク
は
、
市
役
所

環
境
課
（
8
七
ー
三
二
一
番
内
線

一
三
六
）
か
十
日
町
地
区
安
全
協
会

で
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
．

冬
の
交
通
安
全
運
動
1
2
／
11
～
L
／
m

　
冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
、
十

二
月
十
一
日
～
一
月
十
日
ま
で
県
下

一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
．

　
十
二
月
は
、
　
一
年
の
う
ち
で
も
最

も
交
通
事
故
の
多
い
月
で
す
。
特
に

年
末
は
、
歩
行
者
も
ド
ラ
イ
バ
ー
も

気
分
的
に
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
な

り
ま
す
。
気
ぜ
わ
し
さ
と
イ
ラ
イ
ラ

多　　ハ　　ノいう　　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　　　　　　　　　　　　　　く

》　安全マークを．1
　　　　　　　　　　全県下に1

　　　　　　　　　　　　　　　　　く

1問鷺談謄瓢灘u
購灘鱗敵灘認1
》るノレでね．　　　　　　1
｝交鰍全では、な／しレし、、、ても飲酒運《

1転び驚す・これは磁以前び）買

聯1藷灘1憂1
滋二泌二＾、＿」

が
高
じ
、
と
も
す
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
の

出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追
い
越
し
な
ど

も
目
立
ち
ま
す
。

　
道
路
は
、
積
雪
や
凍
結
な
ど
に
よ

っ
て
条
件
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
こ
の
時
期
に
ふ
え
る
の
が
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
す
。
年
末
年

始
の
交
通
事
故
防
止
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
運
動
の
重
点
は

↓
、
飲
酒
運
転
の
追
放

二
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

三
、
夜
間
事
故
防
止

四
、
踏
切
事
故
防
止

五
、
違
法
駐
車
の
排
除

　
の
五
項
目
で
す
。
五
項
目
の
中
で

も
飲
酒
運
転
の
追
放
と
違
法
駐
車
の

排
除
は
市
民
一
人
一
人
の
自
覚
で
一

掃
で
き
る
事
項
で
す
の
で
お
互
い
に

注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

白バイ2台、反射鏡5基を寄贈

　　　　　　　　　一市農協一
　市農業協同組合では、組合事業とし

て実施している自賠責共済の積立金の

うち、調整準備金を財源として、市の交

通安全対策に毎年水銀灯、反射鏡など

を寄贈しています。昨年は白バイ6台、

今年は、白バイ2台と反射鏡5基を市
に寄贈していただき、交通安全に活躍

しています。

飯
山
線
踏
切
敷
板

　
　
　
を
撤
去
し
ま
す

　
降
雪
期
間
中
飯
山
線
の
踏
切
敷
板

を
撤
去
す
る
踏
切
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
踏
切
に
よ
っ
て
撤
去
期
間

が
違
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
事
故
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
下
請

　
　
取
引
を
あ
っ
せ
ん

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
〔
新
潟
市
学
校
町
遵
二
番
町
学

校
町
ビ
ル
四
階
（
奮
〇
二
五
二
ー
二

二
I
O
O
二
五
番
）
〕
で
は
、
下
請

中
小
企
業
と
発
注
企
業
の
下
請
取
引

の
紹
介
あ
っ
せ
ん
、
経
営
・
技
術
の

相
談
及
び
下
請
取
引
に
関
す
る
苦
情

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
公
社
で
は
、
小
規
模
企

業
の
設
備
近
代
化
の
た
め
の
設
備
貸

与
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。



略
Q
o
臥
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着
罵
皇
署
俘

　
　
　
　
　
－
最
終
回
も
盛
況
で
し
た
ー

　
十
、
一
月
一
日
に
本
年
度
最
後
の
市
民
と
語
る
日
が
行
わ
れ
、
八
組
．
．
．
十

三
人
が
参
加
し
て
最
終
回
も
盛
況
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
七
回
で
七
十
一

組
、
三
百
六
十
人
余
が
市
役
所
を
訪
れ
、
内
容
も
ゴ
ミ
収
集
や
内
職
相
談

と
い
っ
た
身
近
な
問
題
か
ら
高
速
交
通
時
代
の
市
の
あ
り
方
、
産
地
振
興

対
策
と
い
っ
た
市
の
将
来
に
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
主
で
多
彩
で
し
た
．

．
一
こ
で
提
案
さ
れ
た
森
林
公
園
、
史
跡
公
園
計
画
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
構
想
な
ど
総
合
計
画
に
も
数
多
く
組
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
、
こ
の
市
民

と
語
る
日
は
、
来
年
四
月
一
日
か
ら
再
開
さ
れ
ま
す
。

市
民
こ
ぞ
っ
て

キ
モ
ノ
を
着
る
運
動
を

1
田
川
町
赤
沢
修
司
さ
ん

　
十
日
町
産
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
に
も
、
市
長
、
市
会
議
員
を

は
じ
め
こ
ぞ
っ
て
キ
モ
ノ
を
着
る
運

動
を
ー
ご
提
案
の
趣
旨
は
良
く
わ

か
り
ま
す
．
米
沢
、
大
島
な
ど
は
定

例
市
議
会
に
キ
モ
ノ
を
着
て
お
り
、

関
係
者
と
充
分
相
談
し
て
み
ま
す
。
1

大
池
の
ヘ
ラ
ブ
ナ
放
流
に

　
　
　
補
助
金
を

　
　
　
ー
ヘ
ラ
ブ
ナ
研
究
会

　
大
池
に
、
近
く
大
阪
か
ら
ヘ
ラ
ブ

ナ
を
］
ト
ン
、
七
十
万
円
ほ
ど
購
入

し
て
放
流
し
ま
す
．
市
の
援
助
を

ー
市
民
つ
り
大
会
な
ど
で
い
つ
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
ま
し
て
。
市
も

協
力
を
い
た
し
ま
す
が
、
金
額
は
事

務
当
局
と
相
談
し
て
こ
連
絡
し
ま
す
．
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　　　公園を清掃する人
　　　　　　　　　　一相沢順吉さん一
　相沢順吉さん（春日町1＝58歳）は、春日公園

ができた14年前かr）、ずっと公園の清掃を続けて

いる人です。お宅が公園に面1、ていて、田畑も作

っていないことから、運動不足解消び）ためにゃっ

ているんだと話しておられます。

　朝5時半頃から掃除を始めるび）だそうですが、

夏び）頃ならともかく、今の時期はまだ夜明け前で

すし、寒さもきびしいのです。建設会社にお勤め

で、娘さんがいらっしゃいますが、東京に行って

いて、今は奥さんと2人暮ド）しとのこと．

　奥さんは、「仕事かr）帰ってどこに行ったかと思

えば、夜8時頃になってホウキを片手に帰ってく

る。そんなことはしょっ中です」と話していまし
た。

　空カン等は、持亡）帰るか、ゴミ籠の中へ入れて

もr）いたいとの話に、奥さん｛）うなずかれていま

した。

、妻◎、蒔讐‘し瓢こ齢’

シリーズ照9

織物会館竣工
昭和33年12月11日

　
十
日
町
織
物
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ

る
織
物
会
館
が
立
派
に
完
成
し
、
盛

大
に
落
成
の
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
の

が
、
昭
和
三
十
』
一
年
十
二
月
十
一
日

で
あ
る
、
、

　
そ
れ
か
ら
三
十
一
年
、
織
物
会
館

は
、
産
地
の
セ
ン
タ
ー
と
し
大
き
な

役
割
り
を
は
た
し
、
ま
た
今
後
も
産

地
の
振
興
の
た
め
に
、
大
き
く
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
会
館
の
建
設
は
、
戦
後
自
由
経
済

を
迎
え
、
新
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
か
ら
、
そ
の
声
が
あ
が
り
、
朝
鮮

動
乱
景
気
は
、
建
設
の
気
運
を
強
め
、

昭
和
、
二
十
年
五
月
の
総
会
で
、
会
館

建
設
の
議
は
可
決
さ
れ
、
翌
三
十
一

年
六
月
よ
り
建
設
資
金
の
積
立
て
が

A　　　　　　一【国醒和錦年冒2月8日　 柵1

1鋼噸穐罷
偉
容
誇
ろ
殿
堂
ぐ

　
　
　
十
一

蕨
斤
の
ト
ソ
ィ
を
ゆ
く
醸
勧
の

爵
勉
十
臼
町
に
ト
さ
り
し
い
五

曳
翁
岐
夢
・
ノ
ゲ
リ
ー
ト
四
増

嘘
の
「
セ
日
町
殿
勧
会
曙
や
は

曝
以
竃
工
亭
中
η
と
こ
ろ
．
二

の
ほ
ど
爾
く
晃
戚
、
十
一
日
窮

侮
の
譲
工
式
を
あ
ゴ
る
．

二
れ
皇
O
の
臓
掬
轍
含
6
警
駈

は
文
班
十
＝
．
軍
．
層
翼
収
し
q
8

つ
て
以
寮
三
十
敏
“
を
嶺
』
。

塵
亀
の
繍
匪
と
凸
硬
に
急
－
擦
こ
な

り
噌
嘱
に
増
婆
を
か
3
ね
．
ウ

ケ
ざ
の
霞
床
の
よ
～
に
な
が
く

8
葛
上
に
も
令
便
．
2
た
磯
鳳

†
る
口
塘
り
亀
臓
と
し
て
は
脚

鰹
戴
■
ぎ
た
．

日
鴫
“
の
峻
ム

い
琴
町
．
警
、
葉
§
イ

が
岡
負
い
．
昨
年
？
二
月
r
一

息
塁
式
喜
僧
套
、
．
タ

ロ
ゆ
は
ぴ
め
み
ゆ
ロ
の
む
　
か

薯
葦
謹
　
、
六

顛
町

力
量
【
四
ヒ
七
・
一
一
凹
鐸
㌧
曹

三
至
．
、
会
、
丁
、
日

ウ
ス
ゑ
で
　
へ
し
ブ
ノ
ゑ
ロ
マ

随
蒙
・
、
中
四
段
畢
十

ヨ
リ
ほ
チ
で
コ
ぼ
ら
ロ
な
　
コ

交
異
各
』
れ
三
の

緩
魏
騎
譲
解
誤
時

硝
翫
い
雛
駕
航
湊
、
当

▽
一
階
五
一
ト
一
、
五
穿
力
栄

　
『
一
圧
凹
，
、
二
呼
ゴ

織轟き鉾殉
鰻

鱒懸瀞懸

玉ぐしを捧げる北村知事

　
　
　
　
も

、
ダ
ヴ
　
～
　
　
、
墨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
譲

始
ま
っ
た
。

　
昭
和
三
十
年
下
半
期
か
ら
昭
和
三

十
二
年
上
半
期
は
日
本
経
済
の
全
体

が
、
い
わ
ゆ
る
神
武
景
気
と
言
う
言

葉
で
代
表
さ
れ
る
経
済
興
隆
期
で
あ

っ
た
．
然
し
そ
の
反
動
で
そ
の
年
の

秋
に
な
る
と
、
不
景
気
の
波
は
押
し

よ
せ
、
な
べ
底
景
気
と
言
わ
れ
る
深

刻
な
不
況
に
み
ま
わ
れ
た
。
織
物
組

合
も
昭
和
三
十
三
年
一
月
よ
り
三
月

ま
で
三
割
操
短
が
決
議
さ
れ
た
。

　
二
う
な
る
と
気
運
は
一
転
、
会
館

の
建
設
の
中
止
、
延
期
、
積
立
金
の

払
い
戻
し
と
、
組
合
員
の
間
か
ら
強

い
要
求
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
織
物
組
合
は
当
時
、
滝
沢
文
六
さ

ん
、
保
坂
隆
吉
さ
ん
、
関
口
芳
平
さ

ん
、
阿
部
隆
治
さ
ん
の
四
人
が
顧
問

と
し
て
、
組
合
の
運
営
や
重
要
問
題

に
つ
い
て
、
常
に
相
談
役
と
な
り
、

指
導
者
と
し
て
、
理
事
長
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
下
だ
さ
れ
て
い
た
。
会
館
建

設
に
つ
い
て
も
顧
問
の
先
見
的
な
強

い
意
見
が
、
建
設
促
進
に
大
き
な
カ

と
な
っ
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

　
土
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
主

で
あ
ら
れ
た
加
賀
屋
さ
ん
の
ご
主
人

蕪
木
元
資
さ
ん
、
波
間
秀
三
さ
ん
ご

両
人
の
ご
好
意
と
ご
理
解
ご
協
力
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
蕪
木
元
資

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
中
山
龍
次
先
生

の
ご
説
得
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ご
承
諾

が
得
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お
譲
り
受
け
の
お
話
し
は
難
航
し
た

も
の
の
、
理
事
長
菅
村
新
蔵
さ
ん
の

人
柄
と
誠
意
を
つ
く
し
て
の
お
願
い
、

蕪
木
元
資
さ
ん
の
郷
土
愛
に
よ
り
、

円
満
に
進
め
ら
れ
た
事
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
会
館
の
建
設
資
金
は
組
合
員
の
出

資
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
有
力
デ
パ

ー
ト
、
大
口
取
引
商
社
、
地
元
買
継

店
に
ご
寄
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
、
当
時
の
山
口
孝
一
市
長
さ
ん
よ

り
、
指
定
寄
付
と
し
市
へ
寄
付
を
願

う
よ
う
、
ご
依
頼
状
を
差
し
出
し
て

い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
幸
い
寄
付

金
は
五
百
四
十
五
万
円
と
多
額
に
及

ん
で
い
る
。
今
思
え
ば
有
難
い
十
日

町
産
地
で
あ
る
。

　
会
館
建
設
に
大
き
く
。
こ
貢
献
下
さ

れ
た
中
山
龍
次
先
生
、
山
口
孝
一
市

長
さ
ん
、
顧
問
滝
沢
文
六
さ
ん
、
保

坂
隆
吉
さ
ん
、
関
口
芳
平
さ
ん
、
阿

部
隆
次
さ
ん
、
建
設
委
員
保
坂
真
平

さ
ん
、
飯
塚
賢
治
さ
ん
、
丸
山
准
二

さ
ん
、
と
も
に
今
は
亡
き
人
で
あ
る
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
工
事
の
概
要
は
、

設
計
監
理
　
日
建
設
計
工
務
（
株
）

建
設
会
社
　
清
水
建
設
（
株
）

総
事
業
費
　
七
千
七
百
二
±
一
万
円

　
※
含
・
土
地
代
、
家
具
調
度
類

　
　
　
　
　
　
　
（
石
坂
正
隆
）
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欝
妻
宅
児
置
そ
2
翔

米
飯
給
食

　
　
試
食
会
を
実
施

　
現
在
学
校
給
食
に
米
飯
給
食
を

取
り
入
れ
て
い
る
状
況
は
、
週
一
回

が
小
学
校
一
校
、
中
学
校
一
校
、
週

一
一
回
実
施
が
小
学
校
九
校
、
中
学
校

一
校
、
週
五
回
が
小
学
校
七
校
、
中

学
校
三
校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市

で
は
十
一
月
上
旬
に
、
米
飯
学
校
給

食
特
別
事
業
と
し
て
、
十
日
町
市
学

校
給
食
会
に
委
託
し
て
モ
デ
ル
献
立

に
よ
る
、
米
飯
給
食
試
食
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
米
の
消
費
拡
大
の

推
進
と
、
米
飯
食
に
対
し
て
理
解
と

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
学

校
給
食
未
実
施
校
五
校
（
中
条
小
、

下
条
小
、
東
下
組
小
、
飛
】
小
、
吉

田
小
）
の
父
兄
五
百
．
二
十
五
名
と
、

現
在
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
る
学

校
の
う
ち
六
校
（
鐙
島
小
、
八
箇
小
、

水
沢
小
、
川
治
小
、
西
小
、
南
中
）

を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
児
童
二
千
百

二
，
十
二
名
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
吉
田
小
学
校
（
写
真
）
で
は
、

十
二
時
過
ぎ
か
ら
父
兄
が
学
校
に
集

ま
り
、
初
め
て
の
米
に
よ
る
給
食
を

味
わ
い
ま
し
た
。

米
飯
給
食
を
週
三
回
以
上

と
の
声
が
八
十
一
響
も

　
　
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

　
試
食
会
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
（
概
略
は
左
記
の
と
お
り
）

　
試
食
会
の
献
立
は
特
別
普
段
の
米

飯
給
食
と
変
わ
っ
た
材
料
を
つ
か
っ

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
児
童
、
保
護
者
と
も
に
ご

は
ん
、
お
か
ず
の
量
は
適
当
で
あ
る

と
の
回
答
（
七
卜
～
七
十
四
習
）
が

多
く
、
児
童
の
学
年
別
に
見
る
と
、

や
は
り
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
量
が
た

り
な
い
と
答
え
た
率
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
五
目
．
こ
は
ん
等
の
ま
ぜ

ご
は
ん
が
好
き
な
児
童
が
八
十
、
、
一
欝

も
あ
り
、
ご
は
ん
と
い
え
ば
白
米
と

い
う
常
識
が
除
々
に
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

　
好
き
な
主
食
と
し
て
は
、
低
学
年

で
は
。
ハ
ン
・
め
ん
の
給
食
が
や
や
好

き
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
高
学

年
に
つ
い
て
は
、
ご
は
ん
の
給
食
が

七
十
都
以
上
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
．
家
庭
で
の
食
事
は
、

朝
晩
と
も
、
二
は
ん
で
あ
る
と
の
回
答

が
圧
倒
的
に
多
く
、
以
外
に
パ
ン
食

の
家
庭
が
少
な
い
よ
う
で
す

　
保
護
者
で
み
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど

の
か
た
が
米
飯
給
食
に
賛
成
で
あ
り
、

＊試食会メニュー＊（材量費280円）

〇五目ごはん

Oカップエック

o豆　腐　汁

o野沢菜漬
○み　　か　　ん

一
週
間
に
と
り
い
れ
る
回
数
と
し
て

は
、
、
．
一
回
（
五
十
三
暫
）
が
適
当
で

あ
り
、
毎
日
で
も
よ
い
と
い
う
か
た

が
二
十
八
奢
も
い
る
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
回
答
と
関
連

し
て
、
今
後
米
の
消
費
量
を
増
や
す

た
め
に
、
学
校
給
食
に
米
を
も
っ
と

導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
答
え
た
人
が

七
十
四
簿
を
数
え
、
米
の
消
費
拡
大

に
、
学
校
給
食
は
重
要
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
裏
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　〔粥鵬霊瞥いもの）

◎児童（回答者数2，097人）

1．ごはんの量は

おおすぎる14％　ちょうどよい74％

たりない9％

2．おかずの量は

おおすぎる10％　ちょうどよい73％

たりない16％

3．好きな主食は

ごはん55％パン27％ソフトめん17％

4．ごはん給食について

ふやした方がいい43％　ちょうどよい

50％　ない方がよい6％
5．朝の食事

ごはん88％　パン12％

6．夜の食亭

ごはん98％　パン2％

7．好きなおかずは

肉11％　カレー10％　ハンバーグ8％

◎保護者（回答者数513人）

1．献立内容は

喜んで食べる97％喜んで食べない
3％

2．ごはんの量は

おおすぎる12％　ちょうどよい70％

たりない16％

3．おかずの量は

おおすぎる3％　ちょうど柔い72（殆

たりない24％

4．米飯給食に

賛成98％　賛成でない1％

5．とりいれる回数は

1回29る　2回169る　 3回53％

毎目28％

6，家庭でのごはんは

3食82％　2食16％　1食2％
7，今後の米の消費量について

かわらない40％　多くなる12％　減る

28％　　才）カ・らなし・17？6

繋益著負讐

讐協力之慈盤群

　
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
受

益
者
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
に
よ
り
、

半
数
近
い
受
益
者
か
ら
五
年
分
を
一

括
で
、
ま
た
大
勢
の
か
た
か
ら
一
年

分
を
ま
と
め
て
納
付
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
残
る
各
期
別
納
付
者
の
う
ち
、

約
二
十
欝
の
か
た
か
ら
預
金
口
座
か

ら
の
振
替
納
付
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
．
第
三
期
分
の
納
期

は
十
二
月
十
六
日
～
二
十
五
日
ま
で

で
す
．
つ
ぎ
の
こ
と
に
留
意
の
う
え
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

預
金
ロ
座
か
ら
の

振
替
制
度
の
ご
利
用
を

◎
負
担
金
は
五
年
間
に
わ
た
り
、
二

十
回
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
各
期
ご
と
に
納

入
す
る
手
間
が
は
ぶ
け
、
納
め
忘
れ

等
も
な
く
便
利
で
す
。

◎
受
益
者
負
担
金
の
納
付
通
知
書
と

預
金
に
利
用
し
て
い
る
印
鑑
を
、
銀

行
、
労
働
金
庫
ま
た
は
農
協
の
窓
口

に
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

前
納
報
奨
制
度
の

　
　
　
ご
利
用
を

　
受
益
者
負
担
金
を
納
期
前
に
納
付

す
る
と
、
前
納
月
数
に
よ
っ
て
前
納

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
二
百
三
十
平
方
屑
の

土
地
を
所
有
し
、
負
担
金
が
八
万
五

百
円
の
場
合
で
四
期
（
五
十
五
年
三

月
納
期
）
～
二
十
期
ま
で
の
分
を
ま

と
め
て
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
納

付
す
る
と
、
次
の
算
式
に
よ
り
前
納

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
四
期
分
負
窒
）
　
（
報
奨
金
の
率
〉

四
千
円
×
二
百
分
の
一

（
前
納
月
数
）
　
　
　
　
　
（
前
納
報
奨
金
額
）

×
四
百
五
十
九
円
H
九
千
百
八
十
円

　
前
納
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
を
持

参
し
て
下
水
道
課
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

G吟

早く作ってほしいな　下水道

受
益
者
に
変
更
が

　
あ
っ
た
場
合
等
の
申
請

　
受
益
者
（
納
付
代
理
人
）
ま
た
は

受
益
地
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
徴

収
猶
予
ま
た
は
減
免
を
受
け
る
理
由

が
な
く
な
っ
た
と
き
等
は
、
印
鑑
を

持
参
し
て
下
水
道
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
負
担
金
を
滞
納
す
る
と
、
都
市
計

画
法
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



略
Q
o
臥

（6）とおガ夢3

着
罵
皇
署
俘

　
　
　
　
　
－
最
終
回
も
盛
況
で
し
た
ー

　
十
、
一
月
一
日
に
本
年
度
最
後
の
市
民
と
語
る
日
が
行
わ
れ
、
八
組
．
．
．
十

三
人
が
参
加
し
て
最
終
回
も
盛
況
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
七
回
で
七
十
一

組
、
三
百
六
十
人
余
が
市
役
所
を
訪
れ
、
内
容
も
ゴ
ミ
収
集
や
内
職
相
談

と
い
っ
た
身
近
な
問
題
か
ら
高
速
交
通
時
代
の
市
の
あ
り
方
、
産
地
振
興

対
策
と
い
っ
た
市
の
将
来
に
か
か
わ
る
大
き
な
問
題
主
で
多
彩
で
し
た
．

．
一
こ
で
提
案
さ
れ
た
森
林
公
園
、
史
跡
公
園
計
画
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
構
想
な
ど
総
合
計
画
に
も
数
多
く
組
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
、
こ
の
市
民

と
語
る
日
は
、
来
年
四
月
一
日
か
ら
再
開
さ
れ
ま
す
。

市
民
こ
ぞ
っ
て

キ
モ
ノ
を
着
る
運
動
を

1
田
川
町
赤
沢
修
司
さ
ん

　
十
日
町
産
地
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
に
も
、
市
長
、
市
会
議
員
を

は
じ
め
こ
ぞ
っ
て
キ
モ
ノ
を
着
る
運

動
を
ー
ご
提
案
の
趣
旨
は
良
く
わ

か
り
ま
す
．
米
沢
、
大
島
な
ど
は
定

例
市
議
会
に
キ
モ
ノ
を
着
て
お
り
、

関
係
者
と
充
分
相
談
し
て
み
ま
す
。
1

大
池
の
ヘ
ラ
ブ
ナ
放
流
に

　
　
　
補
助
金
を

　
　
　
ー
ヘ
ラ
ブ
ナ
研
究
会

　
大
池
に
、
近
く
大
阪
か
ら
ヘ
ラ
ブ

ナ
を
］
ト
ン
、
七
十
万
円
ほ
ど
購
入

し
て
放
流
し
ま
す
．
市
の
援
助
を

ー
市
民
つ
り
大
会
な
ど
で
い
つ
も

ご
協
力
い
た
だ
い
て
ま
し
て
。
市
も

協
力
を
い
た
し
ま
す
が
、
金
額
は
事

務
当
局
と
相
談
し
て
こ
連
絡
し
ま
す
．

第3種郵便物認可）昭和54年12月10日

　　　公園を清掃する人
　　　　　　　　　　一相沢順吉さん一
　相沢順吉さん（春日町1＝58歳）は、春日公園

ができた14年前かr）、ずっと公園の清掃を続けて

いる人です。お宅が公園に面1、ていて、田畑も作

っていないことから、運動不足解消び）ためにゃっ

ているんだと話しておられます。

　朝5時半頃から掃除を始めるび）だそうですが、

夏び）頃ならともかく、今の時期はまだ夜明け前で

すし、寒さもきびしいのです。建設会社にお勤め

で、娘さんがいらっしゃいますが、東京に行って

いて、今は奥さんと2人暮ド）しとのこと．

　奥さんは、「仕事かr）帰ってどこに行ったかと思

えば、夜8時頃になってホウキを片手に帰ってく

る。そんなことはしょっ中です」と話していまし
た。

　空カン等は、持亡）帰るか、ゴミ籠の中へ入れて

もr）いたいとの話に、奥さん｛）うなずかれていま

した。

、妻◎、蒔讐‘し瓢こ齢’

シリーズ照9

織物会館竣工
昭和33年12月11日

　
十
日
町
織
物
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ

る
織
物
会
館
が
立
派
に
完
成
し
、
盛

大
に
落
成
の
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
の

が
、
昭
和
三
十
』
一
年
十
二
月
十
一
日

で
あ
る
、
、

　
そ
れ
か
ら
三
十
一
年
、
織
物
会
館

は
、
産
地
の
セ
ン
タ
ー
と
し
大
き
な

役
割
り
を
は
た
し
、
ま
た
今
後
も
産

地
の
振
興
の
た
め
に
、
大
き
く
活
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
会
館
の
建
設
は
、
戦
後
自
由
経
済

を
迎
え
、
新
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
か
ら
、
そ
の
声
が
あ
が
り
、
朝
鮮

動
乱
景
気
は
、
建
設
の
気
運
を
強
め
、

昭
和
、
二
十
年
五
月
の
総
会
で
、
会
館

建
設
の
議
は
可
決
さ
れ
、
翌
三
十
一

年
六
月
よ
り
建
設
資
金
の
積
立
て
が

A　　　　　　一【国醒和錦年冒2月8日　 柵1

1鋼噸穐罷
偉
容
誇
ろ
殿
堂
ぐ

　
　
　
十
一

蕨
斤
の
ト
ソ
ィ
を
ゆ
く
醸
勧
の

爵
勉
十
臼
町
に
ト
さ
り
し
い
五

曳
翁
岐
夢
・
ノ
ゲ
リ
ー
ト
四
増

嘘
の
「
セ
日
町
殿
勧
会
曙
や
は

曝
以
竃
工
亭
中
η
と
こ
ろ
．
二

の
ほ
ど
爾
く
晃
戚
、
十
一
日
窮

侮
の
譲
工
式
を
あ
ゴ
る
．

二
れ
皇
O
の
臓
掬
轍
含
6
警
駈

は
文
班
十
＝
．
軍
．
層
翼
収
し
q
8

つ
て
以
寮
三
十
敏
“
を
嶺
』
。

塵
亀
の
繍
匪
と
凸
硬
に
急
－
擦
こ
な

り
噌
嘱
に
増
婆
を
か
3
ね
．
ウ

ケ
ざ
の
霞
床
の
よ
～
に
な
が
く

8
葛
上
に
も
令
便
．
2
た
磯
鳳

†
る
口
塘
り
亀
臓
と
し
て
は
脚

鰹
戴
■
ぎ
た
．

日
鴫
“
の
峻
ム

い
琴
町
．
警
、
葉
§
イ

が
岡
負
い
．
昨
年
？
二
月
r
一

息
塁
式
喜
僧
套
、
．
タ

ロ
ゆ
は
ぴ
め
み
ゆ
ロ
の
む
　
か

薯
葦
謹
　
、
六

顛
町

力
量
【
四
ヒ
七
・
一
一
凹
鐸
㌧
曹

三
至
．
、
会
、
丁
、
日

ウ
ス
ゑ
で
　
へ
し
ブ
ノ
ゑ
ロ
マ

随
蒙
・
、
中
四
段
畢
十

ヨ
リ
ほ
チ
で
コ
ぼ
ら
ロ
な
　
コ

交
異
各
』
れ
三
の

緩
魏
騎
譲
解
誤
時

硝
翫
い
雛
駕
航
湊
、
当

▽
一
階
五
一
ト
一
、
五
穿
力
栄

　
『
一
圧
凹
，
、
二
呼
ゴ

織轟き鉾殉
鰻

鱒懸瀞懸

玉ぐしを捧げる北村知事

　
　
　
　
も

、
ダ
ヴ
　
～
　
　
、
墨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
譲

始
ま
っ
た
。

　
昭
和
三
十
年
下
半
期
か
ら
昭
和
三

十
二
年
上
半
期
は
日
本
経
済
の
全
体

が
、
い
わ
ゆ
る
神
武
景
気
と
言
う
言

葉
で
代
表
さ
れ
る
経
済
興
隆
期
で
あ

っ
た
．
然
し
そ
の
反
動
で
そ
の
年
の

秋
に
な
る
と
、
不
景
気
の
波
は
押
し

よ
せ
、
な
べ
底
景
気
と
言
わ
れ
る
深

刻
な
不
況
に
み
ま
わ
れ
た
。
織
物
組

合
も
昭
和
三
十
三
年
一
月
よ
り
三
月

ま
で
三
割
操
短
が
決
議
さ
れ
た
。

　
二
う
な
る
と
気
運
は
一
転
、
会
館

の
建
設
の
中
止
、
延
期
、
積
立
金
の

払
い
戻
し
と
、
組
合
員
の
間
か
ら
強

い
要
求
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

　
織
物
組
合
は
当
時
、
滝
沢
文
六
さ

ん
、
保
坂
隆
吉
さ
ん
、
関
口
芳
平
さ

ん
、
阿
部
隆
治
さ
ん
の
四
人
が
顧
問

と
し
て
、
組
合
の
運
営
や
重
要
問
題

に
つ
い
て
、
常
に
相
談
役
と
な
り
、

指
導
者
と
し
て
、
理
事
長
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
下
だ
さ
れ
て
い
た
。
会
館
建

設
に
つ
い
て
も
顧
問
の
先
見
的
な
強

い
意
見
が
、
建
設
促
進
に
大
き
な
カ

と
な
っ
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

　
土
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
主

で
あ
ら
れ
た
加
賀
屋
さ
ん
の
ご
主
人

蕪
木
元
資
さ
ん
、
波
間
秀
三
さ
ん
ご

両
人
の
ご
好
意
と
ご
理
解
ご
協
力
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
蕪
木
元
資

さ
ん
に
つ
い
て
は
、
中
山
龍
次
先
生

の
ご
説
得
が
あ
っ
て
こ
そ
、
ご
承
諾

が
得
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お
譲
り
受
け
の
お
話
し
は
難
航
し
た

も
の
の
、
理
事
長
菅
村
新
蔵
さ
ん
の

人
柄
と
誠
意
を
つ
く
し
て
の
お
願
い
、

蕪
木
元
資
さ
ん
の
郷
土
愛
に
よ
り
、

円
満
に
進
め
ら
れ
た
事
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
会
館
の
建
設
資
金
は
組
合
員
の
出

資
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
有
力
デ
パ

ー
ト
、
大
口
取
引
商
社
、
地
元
買
継

店
に
ご
寄
付
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
、
当
時
の
山
口
孝
一
市
長
さ
ん
よ

り
、
指
定
寄
付
と
し
市
へ
寄
付
を
願

う
よ
う
、
ご
依
頼
状
を
差
し
出
し
て

い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
幸
い
寄
付

金
は
五
百
四
十
五
万
円
と
多
額
に
及

ん
で
い
る
。
今
思
え
ば
有
難
い
十
日

町
産
地
で
あ
る
。

　
会
館
建
設
に
大
き
く
。
こ
貢
献
下
さ

れ
た
中
山
龍
次
先
生
、
山
口
孝
一
市

長
さ
ん
、
顧
問
滝
沢
文
六
さ
ん
、
保

坂
隆
吉
さ
ん
、
関
口
芳
平
さ
ん
、
阿

部
隆
次
さ
ん
、
建
設
委
員
保
坂
真
平

さ
ん
、
飯
塚
賢
治
さ
ん
、
丸
山
准
二

さ
ん
、
と
も
に
今
は
亡
き
人
で
あ
る
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
工
事
の
概
要
は
、

設
計
監
理
　
日
建
設
計
工
務
（
株
）

建
設
会
社
　
清
水
建
設
（
株
）

総
事
業
費
　
七
千
七
百
二
±
一
万
円

　
※
含
・
土
地
代
、
家
具
調
度
類

　
　
　
　
　
　
　
（
石
坂
正
隆
）
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欝
妻
宅
児
置
そ
2
翔

米
飯
給
食

　
　
試
食
会
を
実
施

　
現
在
学
校
給
食
に
米
飯
給
食
を

取
り
入
れ
て
い
る
状
況
は
、
週
一
回

が
小
学
校
一
校
、
中
学
校
一
校
、
週

一
一
回
実
施
が
小
学
校
九
校
、
中
学
校

一
校
、
週
五
回
が
小
学
校
七
校
、
中

学
校
三
校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市

で
は
十
一
月
上
旬
に
、
米
飯
学
校
給

食
特
別
事
業
と
し
て
、
十
日
町
市
学

校
給
食
会
に
委
託
し
て
モ
デ
ル
献
立

に
よ
る
、
米
飯
給
食
試
食
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
米
の
消
費
拡
大
の

推
進
と
、
米
飯
食
に
対
し
て
理
解
と

親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
学

校
給
食
未
実
施
校
五
校
（
中
条
小
、

下
条
小
、
東
下
組
小
、
飛
】
小
、
吉

田
小
）
の
父
兄
五
百
．
二
十
五
名
と
、

現
在
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
る
学

校
の
う
ち
六
校
（
鐙
島
小
、
八
箇
小
、

水
沢
小
、
川
治
小
、
西
小
、
南
中
）

を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
児
童
二
千
百

二
，
十
二
名
を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
吉
田
小
学
校
（
写
真
）
で
は
、

十
二
時
過
ぎ
か
ら
父
兄
が
学
校
に
集

ま
り
、
初
め
て
の
米
に
よ
る
給
食
を

味
わ
い
ま
し
た
。

米
飯
給
食
を
週
三
回
以
上

と
の
声
が
八
十
一
響
も

　
　
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

　
試
食
会
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
（
概
略
は
左
記
の
と
お
り
）

　
試
食
会
の
献
立
は
特
別
普
段
の
米

飯
給
食
と
変
わ
っ
た
材
料
を
つ
か
っ

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
児
童
、
保
護
者
と
も
に
ご

は
ん
、
お
か
ず
の
量
は
適
当
で
あ
る

と
の
回
答
（
七
卜
～
七
十
四
習
）
が

多
く
、
児
童
の
学
年
別
に
見
る
と
、

や
は
り
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
量
が
た

り
な
い
と
答
え
た
率
が
増
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
五
目
．
こ
は
ん
等
の
ま
ぜ

ご
は
ん
が
好
き
な
児
童
が
八
十
、
、
一
欝

も
あ
り
、
ご
は
ん
と
い
え
ば
白
米
と

い
う
常
識
が
除
々
に
変
わ
っ
て
き
た

よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。

　
好
き
な
主
食
と
し
て
は
、
低
学
年

で
は
。
ハ
ン
・
め
ん
の
給
食
が
や
や
好

き
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
高
学

年
に
つ
い
て
は
、
ご
は
ん
の
給
食
が

七
十
都
以
上
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
．
家
庭
で
の
食
事
は
、

朝
晩
と
も
、
二
は
ん
で
あ
る
と
の
回
答

が
圧
倒
的
に
多
く
、
以
外
に
パ
ン
食

の
家
庭
が
少
な
い
よ
う
で
す

　
保
護
者
で
み
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど

の
か
た
が
米
飯
給
食
に
賛
成
で
あ
り
、

＊試食会メニュー＊（材量費280円）

〇五目ごはん

Oカップエック

o豆　腐　汁

o野沢菜漬
○み　　か　　ん

一
週
間
に
と
り
い
れ
る
回
数
と
し
て

は
、
、
．
一
回
（
五
十
三
暫
）
が
適
当
で

あ
り
、
毎
日
で
も
よ
い
と
い
う
か
た

が
二
十
八
奢
も
い
る
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
回
答
と
関
連

し
て
、
今
後
米
の
消
費
量
を
増
や
す

た
め
に
、
学
校
給
食
に
米
を
も
っ
と

導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
答
え
た
人
が

七
十
四
簿
を
数
え
、
米
の
消
費
拡
大

に
、
学
校
給
食
は
重
要
な
ウ
エ
イ
ト

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
裏
づ
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　〔粥鵬霊瞥いもの）

◎児童（回答者数2，097人）

1．ごはんの量は

おおすぎる14％　ちょうどよい74％

たりない9％

2．おかずの量は

おおすぎる10％　ちょうどよい73％

たりない16％

3．好きな主食は

ごはん55％パン27％ソフトめん17％

4．ごはん給食について

ふやした方がいい43％　ちょうどよい

50％　ない方がよい6％
5．朝の食事

ごはん88％　パン12％

6．夜の食亭

ごはん98％　パン2％

7．好きなおかずは

肉11％　カレー10％　ハンバーグ8％

◎保護者（回答者数513人）

1．献立内容は

喜んで食べる97％喜んで食べない
3％

2．ごはんの量は

おおすぎる12％　ちょうどよい70％

たりない16％

3．おかずの量は

おおすぎる3％　ちょうど柔い72（殆

たりない24％

4．米飯給食に

賛成98％　賛成でない1％

5．とりいれる回数は

1回29る　2回169る　 3回53％

毎目28％

6，家庭でのごはんは

3食82％　2食16％　1食2％
7，今後の米の消費量について

かわらない40％　多くなる12％　減る

28％　　才）カ・らなし・17？6

繋益著負讐

讐協力之慈盤群

　
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
受

益
者
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
に
よ
り
、

半
数
近
い
受
益
者
か
ら
五
年
分
を
一

括
で
、
ま
た
大
勢
の
か
た
か
ら
一
年

分
を
ま
と
め
て
納
付
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
残
る
各
期
別
納
付
者
の
う
ち
、

約
二
十
欝
の
か
た
か
ら
預
金
口
座
か

ら
の
振
替
納
付
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
．
第
三
期
分
の
納
期

は
十
二
月
十
六
日
～
二
十
五
日
ま
で

で
す
．
つ
ぎ
の
こ
と
に
留
意
の
う
え
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

預
金
ロ
座
か
ら
の

振
替
制
度
の
ご
利
用
を

◎
負
担
金
は
五
年
間
に
わ
た
り
、
二

十
回
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
各
期
ご
と
に
納

入
す
る
手
間
が
は
ぶ
け
、
納
め
忘
れ

等
も
な
く
便
利
で
す
。

◎
受
益
者
負
担
金
の
納
付
通
知
書
と

預
金
に
利
用
し
て
い
る
印
鑑
を
、
銀

行
、
労
働
金
庫
ま
た
は
農
協
の
窓
口

に
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

前
納
報
奨
制
度
の

　
　
　
ご
利
用
を

　
受
益
者
負
担
金
を
納
期
前
に
納
付

す
る
と
、
前
納
月
数
に
よ
っ
て
前
納

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
二
百
三
十
平
方
屑
の

土
地
を
所
有
し
、
負
担
金
が
八
万
五

百
円
の
場
合
で
四
期
（
五
十
五
年
三

月
納
期
）
～
二
十
期
ま
で
の
分
を
ま

と
め
て
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
納

付
す
る
と
、
次
の
算
式
に
よ
り
前
納

報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
四
期
分
負
窒
）
　
（
報
奨
金
の
率
〉

四
千
円
×
二
百
分
の
一

（
前
納
月
数
）
　
　
　
　
　
（
前
納
報
奨
金
額
）

×
四
百
五
十
九
円
H
九
千
百
八
十
円

　
前
納
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑
を
持

参
し
て
下
水
道
課
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

G吟

早く作ってほしいな　下水道

受
益
者
に
変
更
が

　
あ
っ
た
場
合
等
の
申
請

　
受
益
者
（
納
付
代
理
人
）
ま
た
は

受
益
地
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
徴

収
猶
予
ま
た
は
減
免
を
受
け
る
理
由

が
な
く
な
っ
た
と
き
等
は
、
印
鑑
を

持
参
し
て
下
水
道
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
負
担
金
を
滞
納
す
る
と
、
都
市
計

画
法
の
規
定
に
よ
り
滞
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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現
在
、
わ
が
国
で
は
水
田
利
用
再

編
対
策
事
業
と
し
て
米
の
生
産
調
整

が
行
わ
れ
、
需
要
に
つ
い
て
は
米
消

費
拡
大
の
諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
．
ま
た
、
市
内
イ
、
・
は
、
苗
場
山

ろ
く
開
発
を
始
め
と
し
て
新
し
い
農

業
が
起
こ
り
っ
つ
あ
る
気
運
で
す
。

　
多
、
ん
な
状
勢
の
中
に
あ
っ
て
こ
れ

か
ら
の
農
業
者
は
、
広
く
国
際
的
な

視
野
を
身
に
つ
け
た
中
で
、
新
し
い

発
想
を
作
り
だ
し
て
行
く
こ
と
が
必

器
ち
　
ち
と

393

漢o

一
＝

◎9

1

要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

　
市
内
に
は
、
海
外
で
農
業
研
修
を

受
け
た
人
が
何
人
か
い
ま
す
．
市
農
林

課
で
は
、
〃
．
の
中
か
ら
四
人
の
か
た

に
お
願
い
し
ー
＼
去
る
十
二
月
三
日

に
市
役
所
で
「
海
外
農
業
視
察
研
修

者
座
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
外
国
で
は
今
ど
ん
な
形
態
の
農
業

が
行
わ
れ
、
ま
た
体
験
し
た
こ
と
を

今
後
の
市
の
農
業
に
ど
う
生
か
し
て

く出席者〉手前から柳敏博さん、村山賢一郎さん、

池田耕平農林課長、福崎隆造さん、宮沢八州男さん

慰

誤
．
　
　
　
・
．
，
F
：

　
　
　
■
孝ぜ

い
く
の
か
等
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て

話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
紙

上
を
通
じ
て
座
談
会
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
司
会
は
、
農
林
課
長

池
田
耕
平
で
す
．

　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
X
　
　
　
×

機
械
銀
行
が
発
達

司
会
　
そ
れ
ぞ
れ
、
行
っ
て
き
た
国

の
話
を
だ
し
て
も
ら
い
た
い
。

村
山
　
デ
ン
マ
ー
ク
は
人
口
五
百
万

人
。
国
土
は
九
州
ほ
ど
の
広
さ
だ
が
、

耕
地
面
積
は
一
二
百
万
診
あ
る
。
普
通

の
農
家
は
、
土
地
所
有
二
十
診
、
牛

二
十
頭
、
豚
五
十
頭
く
ら
い
飼
っ
て

い
る
．
、
機
械
銀
行
（
マ
ス
キ
ン
ス
タ

シ
オ
ン
）
が
発
達
し
て
い
て
、
電
話

一
本
で
き
て
く
れ
る
。

司
会
　
機
械
銀
行
は
ド
イ
ツ
で
も
発

達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
デ

ン
マ
ー
ク
で
も
、
そ
ん
な
に
発
達
し

て
い
る
の
か
。

村
山
　
個
人
経
営
と
公
営
の
も
の
が

あ
り
、
機
械
と
人
手
を
借
し
て
く
れ

る
。
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
は
所
得
税
が

四
十
二
暫
と
非
常
に
高
い
。

司
会
　
社
会
保
障
が
行
き
届
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

村
山
　
そ
の
よ
う
だ
。
老
後
に
備
え

て
貯
わ
え
な
く
て
も
よ
い
．
経
営
委

譲
は
す
る
が
、
子
供
に
売
る
の
だ
。

宮
沢
　
ス
イ
ス
で
も
同
じ
だ
。
売
り

渡
す
形
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
老
後

の
面
倒
を
み
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

で
、
ど
う
し
て
も
仕
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
家
庭
て
は
、

親
と
子
が
別
々
の
家
に
住
ん
f
・
い
た
。

ま
た
、
小
さ
い
子
供
に
も
き
ち
ん
と

仕
事
を
さ
せ
て
い
る
。
食
事
は
質
素

で
、
朝
晩
は
パ
ン
と
ミ
ル
ク
だ
け
で

す
ま
せ
る
。
日
本
の
夕
食
に
あ
た
る

の
が
昼
の
食
事
〆
．
、
あ
る
．

司
会
　
酪
農
だ
け
な
の
か
。

宮
沢
　
六
年
サ
イ
ケ
ル
で
、
大
麦
、

小
麦
、
な
た
ね
油
を
作
り
、
そ
の
あ

と
牧
草
を
作
っ
て
い
る
。
私
が
行
っ

た
時
は
酪
農
だ
っ
た
の
で
牧
草
だ
っ

た
が
、
な
に
し
ろ
牛
が
牧
草
を
よ
く

食
べ
る
．
牧
草
の
コ
ス
ト
も
安
い
．

　
自
国
の
も
の
は
自
国
で

宮
沢
　
ス
イ
ス
の
場
合
、
乳
は
政
府

が
買
い
あ
げ
る
の
だ
が
、
現
在
ダ
ブ

つ
い
て
い
る
た
め
、
買
い
あ
げ
た
価

格
よ
り
も
安
く
消
費
者
に
売
っ
て
い

る
。
差
額
は
政
府
が
み
て
い
る
訳
だ

か
、
国
民
は
、
そ
れ
を
あ
ま
り
問
題

に
し
て
い
な
い
。
飼
料
な
ど
も
他
の

国
か
ら
買
っ
た
方
が
安
い
の
だ
が
、

国
の
方
針
弥
＼
自
国
の
も
の
で
賄
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
私
が
行
っ
た
集
落

で
は
、
乳
業
組
合
が
あ
り
、
三
十
軒

の
酪
農
農
家
か
ら
乳
を
持
ち
よ
っ
て

チ
ー
ズ
を
作
，
て
い
る
が
、
一
日
に

エ
ー
ネ
ン
タ
ル
チ
ー
ズ
（
八
十
キ
。
豚
）

が
七
つ
位
し
か
で
き
な
い
。

福
崎
　
中
国
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
＼

宮
沢
八
州
男
（
2
7
）

　
　
　
　
　
1
小
黒
沢
1

福
崎
　
隆
造
（
2
8
）

　
　
　
　
　
i
田
　
麦
－

ことし4）11月1日～18

日まで新潟県青年農業

士海外研修団17名の一

員としてスイスを中心

に訪問。スイスでは農

家に1週間滞在。

経営内容は稲作4．85加

（小作含）20戸共同で

栗栽培。

ことしの11月6日～13

日まで県の友好使節団

129名の一員として中華

人民共和国び）上海・’無

錫を訪問。

経営内容は酪農で牛18

頭、稲作2hα、牧草地

など4hα。

艦一

　鱗
　難
　懸
　鍵

　鑛
　灘

　村

　山

　賢
1一
新
　郎
　　宮28
1）

ロ杓

昭和46年～47年にかけ

て、国際農友会7名の

一員としてデンマーク

に1年間滞在。牛と豚

び）複合経営農家を研修。

経営内容は、稲作3。6肱

小作0．3加、加工トマト

0．1hα。

　　　　　　1敏
　　　　　　六
　　　　　緬黄

　　　　　　谷28
　　　　　　　1）

昭和50年に農業青年460

名の一員として2週間

中華人民共和国を訪間。

農業を主体に生活文化

面なども研修。

十日町市農協に勤務・

経営内容は、稲作1加

葉タバコ0．4触。

第3種郵便物認可）昭和54年12月10日とお』げ夢』雪（9）

〆
畑
で
と
れ
た
野
菜
く
ず
を
湖
の
魚

に
食
べ
さ
せ
、
魚
を
人
間
が
食
べ
、
そ

の
あ
と
湖
の
水
を
は
ら
い
、
底
の
泥

を
す
く
っ
て
、
田
畑
に
環
元
し
て
い

る
こ
と
だ
。

司
会
　
肥
料
と
い
う
こ
と
か

福
崎
　
土
地
が
や
せ
て
い
イ
＼
粘
土

質
で
あ
る
．
機
械
な
ど
ほ
と
ん
ど
見

な
か
っ
た
が
、
稲
刈
り
は
手
で
や
り
、

刈
っ
た
ま
ま
束
ね
な
い
で
長
い
間
放

っ
て
お
く
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
私
達
が
行
っ
た
人
民
公
社
は
、
三

毛
作
地
帯
で
あ
り
、
麦
・
稲
・
麦
と

作
っ
て
行
く
。
穀
物
の
生
産
が
超
過

し
た
場
合
は
、
政
府
が
倍
の
値
段
で

ひ
き
と
っ
て
く
れ
る
。

生
産
調
整
は
あ
る
の
か

司
会
　
中
国
に
は
生
産
調
整
は
な
く
、

増
産
に
向
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

福
崎
　
な
に
し
ろ
物
が
た
り
な
い
。

司
会
　
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
イ
ス
に
は

生
産
調
整
が
あ
る
の
か
．

村
山
　
私
が
行
っ
た
と
き
は
、
し
て

い
な
か
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、

生
産
物
は
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
い
る
．

宮
沢
　
ス
イ
ス
は
農
業
の
国
と
思
っ

て
い
た
が
、
実
際
は
サ
ー
ビ
ス
業
の

国
だ
っ
た
。
人
口
の
四
十
九
育
が
サ

ー
ビ
ス
業
に
就
い
て
お
り
、
農
業
人

口
は
わ
ず
か
七
暫
し
か
な
い
。

司
会
　
外
国
と
日
本
の
農
業
を
比
べ

て
み
て
ど
う
か

村
山
　
外
国
で
は
、
日
曜
日
に
確
実

に
休
め
る
こ
と
だ
。

司
会
　
仕
事
の
分
担
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
か

村
山
　
そ
う
だ
。
き
ち
ん
と
計
画
を

立
て
て
、
交
替
で
休
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
十
六
歳
で
義
務
教
育
が
終

わ
る
と
、
農
業
で
も
何
で
も
実
習
制

度
が
あ
る
．
多
、
の
後
兵
役
に
つ
き
、

ス
イ
ス
で
家
庭
滞
在
し
た
ア
ル
ダ

ー
家
の
家
族
と
（
宮
沢
）

　
　
将
来
の

司
会
　
日
本
で
は
、
米
・
麦
等
を
政

府
で
買
い
あ
げ
て
い
る
が
、
ス
イ

ス
で
は
ど
う
か
。

宮
沢
　
乳
、
じ
ゃ
が
い
も
、
大
麦
、

小
麦
な
ど
五
品
目
を
政
府
で
買
い

あ
げ
る
。

司
会
　
多
く
作
れ
ば
、
そ
の
分
も

買
い
あ
げ
て
く
れ
る
し
、
安
心
し

て
作
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か

宮
沢
　
良
質
な
チ
ー
ズ
を
作
れ
ば
、

高
く
買
い
あ
げ
て
く
れ
る
。

福
崎
　
中
国
で
も
、
日
本
よ
り
は

安
心
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
だ
。

は
け
口
を
心
配
す
る
必
要
も
な
い
。

　
あ
れ
だ
け
広
大
な
土
地
な
の
に
、

農
業

池田農林課長

そ
れ
で
や
っ
と
一
人
前
に
な
る
の
だ
。

宮
沢
　
ス
イ
ス
に
は
、
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
が
あ
る
。
農
業
学
校
は
十
一
月

か
ら
三
月
の
間
に
あ
り
、
そ
こ
で
二

年
実
習
し
学
科
の
試
験
を
受
け
る
。

マ
イ
ス
タ
ー
を
と
る
に
は
、
そ
れ
か

ら
四
～
五
年
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．
日
本
の
指
導
農
業
士
の
よ
う
な

も
の
だ
。

　
ス
イ
ス
で
は
、
義
務
教
育
が
終
わ

る
と
、
家
で
二
年
間
農
業
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
農
業
学
校
に
行
く
。
ほ
ん

と
う
に
農
業
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る

人
間
で
な
け
れ
ば
、
家
は
継
げ
な
い
。

　
饗
　
　
　
　
　
　
竃
　
　
　
葦
　
　
潔

日
の
方
向
瓠
は
、
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
齢
　
　
璽

ム
ダ
な
土
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

柳
　
中
国
に
は
生
産
隊
と
、
生
産
大

隊
と
が
あ
る
。
人
間
が
多
い
せ
い
か
、

仕
事
も
の
ん
び
り
と
楽
し
く
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。

　
生
産
さ
れ
た
も
の
に
市
場
は
な
く
、

人
民
公
社
の
代
表
と
政
府
と
の
接
渉

で
値
段
を
決
め
る
．
人
民
公
社
は
、

行
政
と
農
家
が
一
体
に
な
っ
た
よ
う

な
も
の
で
、
病
院
も
学
校
も
あ
る
。

司
会
　
日
本
の
市
役
所
み
た
い
な
も

の
で
、
そ
れ
が
生
産
ま
で
あ
つ
か
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

柳
　
私
の
行
っ
た
人
民
公
社
で
は
、

外
国
か
ら
の
侵
略
に
備
え
る
た
め
、

一
年
分
の
食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

福
崎
　
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本

に
は
、
む
だ
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど
ほ

と
ん
ど
な
い
。

柳
　
農
村
に
は
、
堆
肥
の
山
が
あ
ち

こ
ち
に
あ
る
．
養
豚
場
の
近
く
に
は

し
尿
入
れ
が
あ
り
、
鯉
の
え
さ
な
ど

に
使
っ
て
い
る
。
一
番
お
ど
ろ
い
た

の
は
、
汽
車
に
乗
っ
て
食
事
を
出
し

て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
残
り
を
集
め

て
窓
か
ら
棄
て
る
こ
と
だ
っ
た
。

司
会
　
土
に
返
す
と
い
う
こ
と
か

共
同
作
業
で
助
け
あ
い

宮
沢
　
外
国
に
行
っ
て
き
た
訳
だ
が
、

参
考
に
な
る
と
い
う
所
ま
で
は
い
か

な
か
っ
た
。
苗
場
山
ろ
く
な
ど
が
開

発
さ
れ
れ
ば
別
で
あ
ろ
う
が
、
日
本

の
狭
い
土
地
の
中
で
、
量
を
多
く
取

ろ
う
と
い
う
農
業
と
は
根
本
的
に
違
い

が
あ
る
。
私
は
家
庭
に
入
っ
て
み
た

の
で
、
農
家
の
生
活
を
見
習
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

司
会
　
と
り
入
れ
た
ら
良
い
と
感
じ

た
こ
と
は

宮
沢
　
二
週
間
ご
と
に
普
及
員
が
き

て
、
飼
料
の
献
立
を
た
て
て
く
れ
る
．

普
及
員
は
農
業
全
般
に
つ
い
て
よ
く

知
っ
て
い
る
。

柳
　
将
来
の
農
業
の
あ
り
方
の
一
つ

と
し
て
、
共
同
農
業
が
考
え
ら
れ
な

い
か
。
苗
場
山
ろ
く
の
よ
う
な
広
大

な
土
地
で
は
、
三
～
四
軒
単
位
で
農

業
会
社
を
つ
く
り
、
土
地
、
機
械
を

共
同
で
使
う
と
い
う
考
え
は
ど
う
か
．

司
会
　
八
郎
潟
で
は
そ
れ
に
近
い
形
態

で
や
っ
て
い
る
。
共
同
農
業
は
と

も
す
る
と
、
一
部
の
人
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

が
、
柳
さ
ん
が
い
う
よ
う
な
も
の

が
で
き
れ
ば
市
で
も
育
て
て
い
き

た
い
。

宮
沢
　
ス
イ
ス
に
は
兵
役
が
あ
る

が
、
そ
の
期
間
中
、
仲
問
が
家
族

の
め
ん
ど
う
を
み
て
く
れ
る
。
ま

た
、
め
っ
た
に
使
わ
な
い
機
械
は

共
同
で
買
い
管
理
し
て
い
る
。

六
日
町
の
ヘ
ル
パ
ー
制
度

司
会
　
そ
れ
が
日
本
で
で
き
た
ら

素
晴
ら
し
い
が

宮
沢
　
六
日
町
に
は
ヘ
ル
パ
ー
制
度

が
あ
り
、
月
に
一
回
は
休
め
る
。
特

に
酪
農
で
は
そ
う
だ
。

司
会
　
十
日
町
で
は
、
そ
う
い
う
も

の
が
で
き
な
い
の
か

福
崎
　
六
日
町
と
十
日
町
と
で
は
、

酪
農
の
内
容
が
違
い
む
ず
か
し
い
．

上
海
で
稲
刈
り
を
手
伝
う
（
福
崎
）

と
も
が
く
外
国
．
繋
．
府
っ
継
鱗
羅
粥
羅

司
会
　
外
国
に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

と
参
考
に
な
っ
た
と
思
う
が
感
想
を

ひ
と
こ
と
ず
つ
聞
き
た
い

柳
　
借
金
を
し
て
で
も
若
い
う
ち
に

海
外
の
生
活
様
式
を
見
て
お
く
べ
き

だ
。
口
で
い
え
な
い
得
る
も
の
が
あ

る
し
、
仲
間
が
で
き
る
．

宮
沢
　
外
人
と
気
軽
に
接
す
る
機
会

が
持
て
て
よ
か
っ
た
。
苗
場
山
ろ
く

で
は
、
や
れ
る
農
業
後
継
者
を
育
て

て
も
ら
い
た
い
。
ス
イ
ス
の
マ
イ
ス

タ
ー
の
よ
う
な
。

福
崎
　
機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
海
外

に
出
て
ほ
し
い
。
・
し
が
広
く
な
っ
た

宮
沢
　
自
分
の
家
の
こ
と
が
気
に
か

か
り
す
ぎ
て
、
共
同
で
や
ろ
う
と
い

う
気
力
を
持
っ
人
が
少
い
．
田
植
え

に
し
ろ
稲
刈
り
に
し
ろ
、
自
分
の
所

を
早
く
終
し
た
い
と
い
う
気
持
の
人

が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
、
た
と
え
機

械
な
り
を
共
同
で
そ
ろ
え
て
も
、
う

ま
く
行
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
蓑
　
　
教
　
　
　
　
V
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜

よ
う
な
気
持
に
な
る
。

村
山
　
あ
れ
を
し
よ
う
、
こ
れ
を
し

よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
と
に
か

く
行
っ
て
み
た
だ
け
で
も
い
い
。
　
一

年
間
や
ら
せ
て
も
ら
“
よ
か
っ
た
．

司
会
　
四
人
の
か
た
が
た
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
話
し
て
も
ら
っ
た
．

　
現
代
の
農
業
者
は
、
国
際
的
視
野

を
持
っ
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意

味
か
ら
、
自
分
の
ま
わ
り
の
発
想
だ

け
で
は
な
く
、
海
外
に
出
て
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

み
な
さ
ん
は
、
先
輩
と
し
て
、
地
域

で
の
指
導
を
お
願
い
し
た
い
、
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現
在
、
わ
が
国
で
は
水
田
利
用
再

編
対
策
事
業
と
し
て
米
の
生
産
調
整

が
行
わ
れ
、
需
要
に
つ
い
て
は
米
消

費
拡
大
の
諸
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
．
ま
た
、
市
内
イ
、
・
は
、
苗
場
山

ろ
く
開
発
を
始
め
と
し
て
新
し
い
農

業
が
起
こ
り
っ
つ
あ
る
気
運
で
す
。

　
多
、
ん
な
状
勢
の
中
に
あ
っ
て
こ
れ

か
ら
の
農
業
者
は
、
広
く
国
際
的
な

視
野
を
身
に
つ
け
た
中
で
、
新
し
い

発
想
を
作
り
だ
し
て
行
く
こ
と
が
必

器
ち
　
ち
と

393

漢o

一
＝

◎9

1

要
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

　
市
内
に
は
、
海
外
で
農
業
研
修
を

受
け
た
人
が
何
人
か
い
ま
す
．
市
農
林

課
で
は
、
〃
．
の
中
か
ら
四
人
の
か
た

に
お
願
い
し
ー
＼
去
る
十
二
月
三
日

に
市
役
所
で
「
海
外
農
業
視
察
研
修

者
座
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
外
国
で
は
今
ど
ん
な
形
態
の
農
業

が
行
わ
れ
、
ま
た
体
験
し
た
こ
と
を

今
後
の
市
の
農
業
に
ど
う
生
か
し
て

く出席者〉手前から柳敏博さん、村山賢一郎さん、

池田耕平農林課長、福崎隆造さん、宮沢八州男さん

慰

誤
．
　
　
　
・
．
，
F
：

　
　
　
■
孝ぜ

い
く
の
か
等
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て

話
が
は
ず
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
紙

上
を
通
じ
て
座
談
会
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
司
会
は
、
農
林
課
長

池
田
耕
平
で
す
．

　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
X
　
　
　
×

機
械
銀
行
が
発
達

司
会
　
そ
れ
ぞ
れ
、
行
っ
て
き
た
国

の
話
を
だ
し
て
も
ら
い
た
い
。

村
山
　
デ
ン
マ
ー
ク
は
人
口
五
百
万

人
。
国
土
は
九
州
ほ
ど
の
広
さ
だ
が
、

耕
地
面
積
は
一
二
百
万
診
あ
る
。
普
通

の
農
家
は
、
土
地
所
有
二
十
診
、
牛

二
十
頭
、
豚
五
十
頭
く
ら
い
飼
っ
て

い
る
．
、
機
械
銀
行
（
マ
ス
キ
ン
ス
タ

シ
オ
ン
）
が
発
達
し
て
い
て
、
電
話

一
本
で
き
て
く
れ
る
。

司
会
　
機
械
銀
行
は
ド
イ
ツ
で
も
発

達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
デ

ン
マ
ー
ク
で
も
、
そ
ん
な
に
発
達
し

て
い
る
の
か
。

村
山
　
個
人
経
営
と
公
営
の
も
の
が

あ
り
、
機
械
と
人
手
を
借
し
て
く
れ

る
。
ま
た
デ
ン
マ
ー
ク
は
所
得
税
が

四
十
二
暫
と
非
常
に
高
い
。

司
会
　
社
会
保
障
が
行
き
届
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。

村
山
　
そ
の
よ
う
だ
。
老
後
に
備
え

て
貯
わ
え
な
く
て
も
よ
い
．
経
営
委

譲
は
す
る
が
、
子
供
に
売
る
の
だ
。

宮
沢
　
ス
イ
ス
で
も
同
じ
だ
。
売
り

渡
す
形
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
老
後

の
面
倒
を
み
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

で
、
ど
う
し
て
も
仕
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
家
庭
て
は
、

親
と
子
が
別
々
の
家
に
住
ん
f
・
い
た
。

ま
た
、
小
さ
い
子
供
に
も
き
ち
ん
と

仕
事
を
さ
せ
て
い
る
。
食
事
は
質
素

で
、
朝
晩
は
パ
ン
と
ミ
ル
ク
だ
け
で

す
ま
せ
る
。
日
本
の
夕
食
に
あ
た
る

の
が
昼
の
食
事
〆
．
、
あ
る
．

司
会
　
酪
農
だ
け
な
の
か
。

宮
沢
　
六
年
サ
イ
ケ
ル
で
、
大
麦
、

小
麦
、
な
た
ね
油
を
作
り
、
そ
の
あ

と
牧
草
を
作
っ
て
い
る
。
私
が
行
っ

た
時
は
酪
農
だ
っ
た
の
で
牧
草
だ
っ

た
が
、
な
に
し
ろ
牛
が
牧
草
を
よ
く

食
べ
る
．
牧
草
の
コ
ス
ト
も
安
い
．

　
自
国
の
も
の
は
自
国
で

宮
沢
　
ス
イ
ス
の
場
合
、
乳
は
政
府

が
買
い
あ
げ
る
の
だ
が
、
現
在
ダ
ブ

つ
い
て
い
る
た
め
、
買
い
あ
げ
た
価

格
よ
り
も
安
く
消
費
者
に
売
っ
て
い

る
。
差
額
は
政
府
が
み
て
い
る
訳
だ

か
、
国
民
は
、
そ
れ
を
あ
ま
り
問
題

に
し
て
い
な
い
。
飼
料
な
ど
も
他
の

国
か
ら
買
っ
た
方
が
安
い
の
だ
が
、

国
の
方
針
弥
＼
自
国
の
も
の
で
賄
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
私
が
行
っ
た
集
落

で
は
、
乳
業
組
合
が
あ
り
、
三
十
軒

の
酪
農
農
家
か
ら
乳
を
持
ち
よ
っ
て

チ
ー
ズ
を
作
，
て
い
る
が
、
一
日
に

エ
ー
ネ
ン
タ
ル
チ
ー
ズ
（
八
十
キ
。
豚
）

が
七
つ
位
し
か
で
き
な
い
。

福
崎
　
中
国
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
＼

宮
沢
八
州
男
（
2
7
）

　
　
　
　
　
1
小
黒
沢
1

福
崎
　
隆
造
（
2
8
）

　
　
　
　
　
i
田
　
麦
－

ことし4）11月1日～18

日まで新潟県青年農業

士海外研修団17名の一

員としてスイスを中心

に訪問。スイスでは農

家に1週間滞在。

経営内容は稲作4．85加

（小作含）20戸共同で

栗栽培。

ことしの11月6日～13

日まで県の友好使節団

129名の一員として中華

人民共和国び）上海・’無

錫を訪問。

経営内容は酪農で牛18

頭、稲作2hα、牧草地

など4hα。

艦一

　鱗
　難
　懸
　鍵

　鑛
　灘

　村

　山

　賢
1一
新
　郎
　　宮28
1）

ロ杓

昭和46年～47年にかけ

て、国際農友会7名の

一員としてデンマーク

に1年間滞在。牛と豚

び）複合経営農家を研修。

経営内容は、稲作3。6肱

小作0．3加、加工トマト

0．1hα。

　　　　　　1敏
　　　　　　六
　　　　　緬黄

　　　　　　谷28
　　　　　　　1）

昭和50年に農業青年460

名の一員として2週間

中華人民共和国を訪間。

農業を主体に生活文化

面なども研修。

十日町市農協に勤務・

経営内容は、稲作1加

葉タバコ0．4触。

第3種郵便物認可）昭和54年12月10日とお』げ夢』雪（9）

〆
畑
で
と
れ
た
野
菜
く
ず
を
湖
の
魚

に
食
べ
さ
せ
、
魚
を
人
間
が
食
べ
、
そ

の
あ
と
湖
の
水
を
は
ら
い
、
底
の
泥

を
す
く
っ
て
、
田
畑
に
環
元
し
て
い

る
こ
と
だ
。

司
会
　
肥
料
と
い
う
こ
と
か

福
崎
　
土
地
が
や
せ
て
い
イ
＼
粘
土

質
で
あ
る
．
機
械
な
ど
ほ
と
ん
ど
見

な
か
っ
た
が
、
稲
刈
り
は
手
で
や
り
、

刈
っ
た
ま
ま
束
ね
な
い
で
長
い
間
放

っ
て
お
く
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
私
達
が
行
っ
た
人
民
公
社
は
、
三

毛
作
地
帯
で
あ
り
、
麦
・
稲
・
麦
と

作
っ
て
行
く
。
穀
物
の
生
産
が
超
過

し
た
場
合
は
、
政
府
が
倍
の
値
段
で

ひ
き
と
っ
て
く
れ
る
。

生
産
調
整
は
あ
る
の
か

司
会
　
中
国
に
は
生
産
調
整
は
な
く
、

増
産
に
向
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

福
崎
　
な
に
し
ろ
物
が
た
り
な
い
。

司
会
　
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
イ
ス
に
は

生
産
調
整
が
あ
る
の
か
．

村
山
　
私
が
行
っ
た
と
き
は
、
し
て

い
な
か
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、

生
産
物
は
ほ
と
ん
ど
輸
出
し
て
い
る
．

宮
沢
　
ス
イ
ス
は
農
業
の
国
と
思
っ

て
い
た
が
、
実
際
は
サ
ー
ビ
ス
業
の

国
だ
っ
た
。
人
口
の
四
十
九
育
が
サ

ー
ビ
ス
業
に
就
い
て
お
り
、
農
業
人

口
は
わ
ず
か
七
暫
し
か
な
い
。

司
会
　
外
国
と
日
本
の
農
業
を
比
べ

て
み
て
ど
う
か

村
山
　
外
国
で
は
、
日
曜
日
に
確
実

に
休
め
る
こ
と
だ
。

司
会
　
仕
事
の
分
担
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
か

村
山
　
そ
う
だ
。
き
ち
ん
と
計
画
を

立
て
て
、
交
替
で
休
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
十
六
歳
で
義
務
教
育
が
終

わ
る
と
、
農
業
で
も
何
で
も
実
習
制

度
が
あ
る
．
多
、
の
後
兵
役
に
つ
き
、

ス
イ
ス
で
家
庭
滞
在
し
た
ア
ル
ダ

ー
家
の
家
族
と
（
宮
沢
）

　
　
将
来
の

司
会
　
日
本
で
は
、
米
・
麦
等
を
政

府
で
買
い
あ
げ
て
い
る
が
、
ス
イ

ス
で
は
ど
う
か
。

宮
沢
　
乳
、
じ
ゃ
が
い
も
、
大
麦
、

小
麦
な
ど
五
品
目
を
政
府
で
買
い

あ
げ
る
。

司
会
　
多
く
作
れ
ば
、
そ
の
分
も

買
い
あ
げ
て
く
れ
る
し
、
安
心
し

て
作
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か

宮
沢
　
良
質
な
チ
ー
ズ
を
作
れ
ば
、

高
く
買
い
あ
げ
て
く
れ
る
。

福
崎
　
中
国
で
も
、
日
本
よ
り
は

安
心
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
だ
。

は
け
口
を
心
配
す
る
必
要
も
な
い
。

　
あ
れ
だ
け
広
大
な
土
地
な
の
に
、

農
業

池田農林課長

そ
れ
で
や
っ
と
一
人
前
に
な
る
の
だ
。

宮
沢
　
ス
イ
ス
に
は
、
マ
イ
ス
タ
ー

制
度
が
あ
る
。
農
業
学
校
は
十
一
月

か
ら
三
月
の
間
に
あ
り
、
そ
こ
で
二

年
実
習
し
学
科
の
試
験
を
受
け
る
。

マ
イ
ス
タ
ー
を
と
る
に
は
、
そ
れ
か

ら
四
～
五
年
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．
日
本
の
指
導
農
業
士
の
よ
う
な

も
の
だ
。

　
ス
イ
ス
で
は
、
義
務
教
育
が
終
わ

る
と
、
家
で
二
年
間
農
業
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
農
業
学
校
に
行
く
。
ほ
ん

と
う
に
農
業
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る

人
間
で
な
け
れ
ば
、
家
は
継
げ
な
い
。

　
饗
　
　
　
　
　
　
竃
　
　
　
葦
　
　
潔

日
の
方
向
瓠
は
、
餐

　
　
　
　
　
　
　
　
齢
　
　
璽

ム
ダ
な
土
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

柳
　
中
国
に
は
生
産
隊
と
、
生
産
大

隊
と
が
あ
る
。
人
間
が
多
い
せ
い
か
、

仕
事
も
の
ん
び
り
と
楽
し
く
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。

　
生
産
さ
れ
た
も
の
に
市
場
は
な
く
、

人
民
公
社
の
代
表
と
政
府
と
の
接
渉

で
値
段
を
決
め
る
．
人
民
公
社
は
、

行
政
と
農
家
が
一
体
に
な
っ
た
よ
う

な
も
の
で
、
病
院
も
学
校
も
あ
る
。

司
会
　
日
本
の
市
役
所
み
た
い
な
も

の
で
、
そ
れ
が
生
産
ま
で
あ
つ
か
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

柳
　
私
の
行
っ
た
人
民
公
社
で
は
、

外
国
か
ら
の
侵
略
に
備
え
る
た
め
、

一
年
分
の
食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

福
崎
　
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本

に
は
、
む
だ
が
多
す
ぎ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。
ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど
ほ

と
ん
ど
な
い
。

柳
　
農
村
に
は
、
堆
肥
の
山
が
あ
ち

こ
ち
に
あ
る
．
養
豚
場
の
近
く
に
は

し
尿
入
れ
が
あ
り
、
鯉
の
え
さ
な
ど

に
使
っ
て
い
る
。
一
番
お
ど
ろ
い
た

の
は
、
汽
車
に
乗
っ
て
食
事
を
出
し

て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
残
り
を
集
め

て
窓
か
ら
棄
て
る
こ
と
だ
っ
た
。

司
会
　
土
に
返
す
と
い
う
こ
と
か

共
同
作
業
で
助
け
あ
い

宮
沢
　
外
国
に
行
っ
て
き
た
訳
だ
が
、

参
考
に
な
る
と
い
う
所
ま
で
は
い
か

な
か
っ
た
。
苗
場
山
ろ
く
な
ど
が
開

発
さ
れ
れ
ば
別
で
あ
ろ
う
が
、
日
本

の
狭
い
土
地
の
中
で
、
量
を
多
く
取

ろ
う
と
い
う
農
業
と
は
根
本
的
に
違
い

が
あ
る
。
私
は
家
庭
に
入
っ
て
み
た

の
で
、
農
家
の
生
活
を
見
習
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

司
会
　
と
り
入
れ
た
ら
良
い
と
感
じ

た
こ
と
は

宮
沢
　
二
週
間
ご
と
に
普
及
員
が
き

て
、
飼
料
の
献
立
を
た
て
て
く
れ
る
．

普
及
員
は
農
業
全
般
に
つ
い
て
よ
く

知
っ
て
い
る
。

柳
　
将
来
の
農
業
の
あ
り
方
の
一
つ

と
し
て
、
共
同
農
業
が
考
え
ら
れ
な

い
か
。
苗
場
山
ろ
く
の
よ
う
な
広
大

な
土
地
で
は
、
三
～
四
軒
単
位
で
農

業
会
社
を
つ
く
り
、
土
地
、
機
械
を

共
同
で
使
う
と
い
う
考
え
は
ど
う
か
．

司
会
　
八
郎
潟
で
は
そ
れ
に
近
い
形
態

で
や
っ
て
い
る
。
共
同
農
業
は
と

も
す
る
と
、
一
部
の
人
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

が
、
柳
さ
ん
が
い
う
よ
う
な
も
の

が
で
き
れ
ば
市
で
も
育
て
て
い
き

た
い
。

宮
沢
　
ス
イ
ス
に
は
兵
役
が
あ
る

が
、
そ
の
期
間
中
、
仲
問
が
家
族

の
め
ん
ど
う
を
み
て
く
れ
る
。
ま

た
、
め
っ
た
に
使
わ
な
い
機
械
は

共
同
で
買
い
管
理
し
て
い
る
。

六
日
町
の
ヘ
ル
パ
ー
制
度

司
会
　
そ
れ
が
日
本
で
で
き
た
ら

素
晴
ら
し
い
が

宮
沢
　
六
日
町
に
は
ヘ
ル
パ
ー
制
度

が
あ
り
、
月
に
一
回
は
休
め
る
。
特

に
酪
農
で
は
そ
う
だ
。

司
会
　
十
日
町
で
は
、
そ
う
い
う
も

の
が
で
き
な
い
の
か

福
崎
　
六
日
町
と
十
日
町
と
で
は
、

酪
農
の
内
容
が
違
い
む
ず
か
し
い
．

上
海
で
稲
刈
り
を
手
伝
う
（
福
崎
）

と
も
が
く
外
国
．
繋
．
府
っ
継
鱗
羅
粥
羅

司
会
　
外
国
に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

と
参
考
に
な
っ
た
と
思
う
が
感
想
を

ひ
と
こ
と
ず
つ
聞
き
た
い

柳
　
借
金
を
し
て
で
も
若
い
う
ち
に

海
外
の
生
活
様
式
を
見
て
お
く
べ
き

だ
。
口
で
い
え
な
い
得
る
も
の
が
あ

る
し
、
仲
間
が
で
き
る
．

宮
沢
　
外
人
と
気
軽
に
接
す
る
機
会

が
持
て
て
よ
か
っ
た
。
苗
場
山
ろ
く

で
は
、
や
れ
る
農
業
後
継
者
を
育
て

て
も
ら
い
た
い
。
ス
イ
ス
の
マ
イ
ス

タ
ー
の
よ
う
な
。

福
崎
　
機
会
が
あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
海
外

に
出
て
ほ
し
い
。
・
し
が
広
く
な
っ
た

宮
沢
　
自
分
の
家
の
こ
と
が
気
に
か

か
り
す
ぎ
て
、
共
同
で
や
ろ
う
と
い

う
気
力
を
持
っ
人
が
少
い
．
田
植
え

に
し
ろ
稲
刈
り
に
し
ろ
、
自
分
の
所

を
早
く
終
し
た
い
と
い
う
気
持
の
人

が
多
い
。
そ
ん
な
中
で
、
た
と
え
機

械
な
り
を
共
同
で
そ
ろ
え
て
も
、
う

ま
く
行
か
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
蓑
　
　
教
　
　
　
　
V
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜

よ
う
な
気
持
に
な
る
。

村
山
　
あ
れ
を
し
よ
う
、
こ
れ
を
し

よ
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
と
に
か

く
行
っ
て
み
た
だ
け
で
も
い
い
。
　
一

年
間
や
ら
せ
て
も
ら
“
よ
か
っ
た
．

司
会
　
四
人
の
か
た
が
た
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
体
験
を
話
し
て
も
ら
っ
た
．

　
現
代
の
農
業
者
は
、
国
際
的
視
野

を
持
っ
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意

味
か
ら
、
自
分
の
ま
わ
り
の
発
想
だ

け
で
は
な
く
、
海
外
に
出
て
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

み
な
さ
ん
は
、
先
輩
と
し
て
、
地
域

で
の
指
導
を
お
願
い
し
た
い
、



へ
偽
へ

10）とおガ夢』雪

　
　
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
蛙
た
ち
（
柴
田
北
彦
作
）

　
　
　
　
　
　
　
54
年
県
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
－
十
日
町
高
校
演
劇
部
1

　
　
　
　
　
　
　
9

　
こ
．
一
は
北
国
、
あ
る
山
の
中
の
谷
　
　
が
響
い
て
い
る
。
人
間
が
山
を
崩
し
、
　
そ
ん
な
彼
ら
を
追
い
つ
め
る
か
の

の
底
．
夏
の
日
に
照
り
っ
け
ら
れ
た
　
　
岩
を
削
り
、
新
し
い
ダ
ム
を
作
ろ
う
　
よ
う
に
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
豪
意
か

こ
の
谷
に
、

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
号
音

と
し
て
し
る
．
、

　
だ
が
人
間
た
ち
は
知
ら
な
か
っ
た
、

こ
の
谷
の
小
さ
な
生
命
の
こ
と
を
、

今
ま
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
き
た
で
あ

ろ
う
蛙
た
ち
の
．
旨
と
を
。
蛙
た
ち
は

逃
げ
た
。
だ
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は

容
赦
な
く
蛙
た
ち
の
生
命
を
奪
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
蛙
た
ち
は
数
奇

な
運
命
を
嘆
き
、
人
間
の
仕
打
ち
を

恨
み
、
・
て
れ
に
も
増
し
て
、

惨
め
な
蛙
で
あ
る
自
分
自

身
を
憎
ん
だ
．

　
若
い
男
と
女

の
乗
っ
た
車
が
、

あ
る
家
の
中
に

飛
び
込
ん
で
き

ま
す
。
そ
こ
で

繰
り
広
げ
ら
れ

る
数
々
の
奇
々

怪
々
の
人
間
の

絡
み
合
い
」

そ
れ
は
、
何
が

厚
正
”
イ
、
－
、
何
が

　
ゴ
ロ
ヤ
　
　
　
も
　
の

　
魁
”
カ
　
　
ま

た
何
が
“
生
”

で
何
が
“
死
”

な
の
か
。
人
問

的
観
念
と
現
代

の
若
者
像
を
五

人
の
キ
ャ
ス
ト

　
…
男
と
女
、

夫
の
妻
、
そ
の
妹
－
…
が

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
行
動
を
し
て
対
象
的
に

描
き
だ
さ
れ
ま
す
。

谷
を
揺
が
す
。
だ
カ
こ
の
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
．
；
て
が
蛙
た
ち
に
新
し
い
運
命

を
運
ん
で
く
る
の
で
あ
る
…
…
。

（
今
年
度
、
県
芸
術
祭
演
劇
部
門
で

奨
励
賞
を
受
賞
、
演
技
面
で
は
県
ド

高
校
演
劇
界
随
｝
と
評
さ
れ
た
．
そ

の
時
は
、
約
二
十
分
ほ
ど
カ
ツ
ト
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
を
、
今
回

は
全
部
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
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ぽくらは生まれ変った木の葉のように

　　　　　　　（清水邦夫作）
　一十日町青年学級演劇コースー

祝
い
日

（
内
木
文
英
作
）
ー
十
日
町
実
業
高
校
演
劇
部
ー

　
貧
乏
な
町
医
者
の
父
と
、
そ
ん
な

父
が
好
き
で
一
緒
に
な
っ
た
母
、
、
．

人
の
子
供
達
。
五
人
家
族
が
長
女
の

結
婚
と
い
う
問
題
を
背
景
に
、
貧
乏

に
対
す
る
不
満
や
考
え
を
表
現
し
て

行
く
、

　
．
長
女
せ
い
子
の
二
卜
歳
の
誕
生
日

に
、
母
が
お
見
合
い
の
話
を
だ
す
。

父
は
見
合
い
に
反
対
だ
っ
た
が
、
母

は
家
が
貧
乏
の
た
め
、
苦
労
し
っ
づ

け
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
た
か
ら
、

あ
え
て
娘
に
見
合
い
を
押
し
つ
け
よ

市
内
演
劇
団
体

含
同
公

　
”
歓
迎
も
さ
れ
な
け
れ
ぱ
、
虐
待

も
な
い
”
ー
青
年
の
現
代
社
会
、

体
制
的
社
会
の
中
で
の
生
き
ざ
ま
を
、

田
舎
の
若
者
が
都
会
の
若
者
と
し
て

い
か
に
表
現
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　
※
後
記

　
原
作
者
は
新
井
市
の
出
身
で
、
早

稲
田
大
学
演
劇
科
卒
業
後
、
劇
作
家

と
し
て
、
大
都
会
東
京
新
宿
を
舞
台

と
し
た
若
者
達
の
生
態
を
主
体
に
描

い
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
※
青
年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
が
、
今

ま
で
に
な
く
斬
新
的
に
取
り
組
ん
だ

意
欲
的
な
演
劇
で
す
。

　
（
市
内
に
演
劇
の
火
を
絶
や
さ
ず

に
…
－
・
と
の
使
命
感
を
持
ち
な
が
ら

こ
と
し
で
六
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

十
．
．
．
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、
キ
ャ
ス
ト
、

ス
タ
ッ
フ
に
フ
ル
回
転
し
て
い
ま
す
）

ブス（創作脚本）一演親会一

12122仕）

昼3：00～学生
夜7：00～一般

　
「
む
か
し
が
あ
っ
た

と
，
バ
ッ
パ
（
婆
）
と

娘
っ
子
が
い
た
と
。
・
ノ
、

の
娘
っ
子
は
ブ
ツ
と
い

う
名
前
だ
と
・
：
」
’
、
曳
始

ま
る
の
が
、
こ
の
地
方

の
昔
話
「
ブ
ツ
む
か
し
」

イ
．
k
す
。

　
「
ブ
ス
」
は
こ
の
話

を
も
と
に
、
κ
ト
一
年

度
の
青
年
学
級
演
劇
コ

ー
ス
が
戯
曲
化
し
ま
し

た
。
バ
ッ
パ
は
八
圧
郎

と
い
う
怠
け
者
の
親
父

に
、
ブ
ツ
は
ブ
ス
と
い

う
ま
ぬ
け
な
息
子
に
直

＝＝＝

う
と
し
た
。
し
か
し
、
せ
い
子
に
は

以
前
か
ら
・
い
に
き
め
た
人
が
い
た
。

　
　
　
　
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
妹
の

　
　
　
幸
江
に
そ
の
こ
と
を
知
ら

　
　
　
　
れ
た
せ
い
子
は
、
自
分
の

気
持
を
妹
に
素
直
に
打
ち
明
け
る
の

だ
っ
た
。

　
多
、
ん
な
時
、
せ
い
子
の
留
守
に
恋

人
の
林
が
訪
問
す
る
．
せ
い
子
へ
の

林
の
気
持
を
聞
か
さ
れ
、
母
は
逆
上

し
、
せ
い
子
の
嫁
人
り
先
は
き
ま
っ

て
い
る
と
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

母
を
妹
の
幸
江
は
責
め
る
の
だ
が
…
．

（
部
が
で
き
て
κ
年
目
を
迎
え
る
．

・
長
う
や
く
実
の
あ
る
活
動
期
に
入
っ

、
又
き
た
よ
う
で
す
、
脚
本
選
定
の
苦

労
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
市
内
に
お

け
る
文
化
活
動
の
］
端
を
担
う
演
劇

団
体
に
成
長
す
る
こ
と
が
、
部
員
全

員
の
希
望
で
も
あ
り
ま
す
）

　
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
　
　
　
今
目
は
死
ん
だ
カ
ッ
カ

　
　
　
　
の
命
日
。
　
ブ
ス
は
和
尚
様

を
迎
え
に
行
き
ま
す
、
八
κ
郎
に
「
お

っ
さ
ま
は
黒
い
衣
を
着
て
る
ん
た
ん

が
、
ま
ち
が
う
な
」
と
い
わ
れ
て
、

ブ
ス
は
黒
い
牛
に
「
お
っ
さ
ま
、
今

目
は
ご
苦
労
し
て
く
ん
ね
え
か
の
…

－
・
」
・
て
の
後
も
、
甘
酒
の
人
っ
た
カ

メ
は
割
る
し
、
和
尚
様
の
衣
は
焼
や

し
て
し
ま
う
し
、
と
に
か
く
失
敗
だ

ら
ナ
。

　
’
．
、
も
、
こ
ん
な
ブ
ス
で
も
役
に
立

つ
こ
と
も
あ
る
の
で
す
、
八
κ
郎
は

「
や
っ
ば
り
お
れ
の
せ
が
れ
だ
」
と

重
口
ぶ
の
ー
．
k
す
が
、
さ
て
、
ブ
ス
’
．
k
も

♂
ぐ
き
る
こ
と
と
よ
ー
…
。

（
演
親
会
は
、
こ
と
し
の
春
、
青

年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
の
O
B
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
演
劇
グ
ル
㌧
フ
で
す
。

「
ド
ロ
臭
い
む
ら
芝
居
」
「
い
つ
ー
．
k
も

ど
こ
で
も
で
き
る
芝
居
」
を
合
言
葉

に
け
い
こ
中
－
、
、
す
）
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マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

　
　
児
玉
信
子
（
稲
葉
）
32
歳

　
吉
田
公
民
館
活
動
の
中
で
、
マ
マ

さ
ん
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
水
曜
β
に
な
る
と
、

　
「
お
母
さ
ん
、
コ
ー
ラ
ス
に
行
く
時

閥
よ
」
と
子
供
達
に
い
わ
れ
ま
す
。

　
ご
時
問
た
ら
ず
で
す
が
、
腹
か
ら

声
を
だ
す
の
は
気
分
転
換
に
な
り
ま

恥
す
。
皆
さ
ん
の
顔
も
な
ご
や
か
で
す
。

十
分
問
の
休
憩
に
は
、
飴
を
ま
わ
し

合
い
口
に
ふ
く
め
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
良
い
声
（
？
）
で
歌
い
続
け
ま
す
。

先
日
は
、
逆
巻
混
泉
に
紅
葉
刈
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
お
互
い
の
心
の
つ
な
が
り
、
ま

た
地
域
社
会
の
一
致
協
力
に
も
つ
な

が
る
こ
と
と
、
公
民
館
活
動
を
た
い

へ
ん
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
作
り
教
室
に
参
加
し
て

　
　
上
村
龍
治
（
土
市
）
63
歳

回
の
現
地
教
室
に
参
加
し
、
食
え
る

盆
栽
の
む
ず
か
し
さ
を
つ
く
づ
く
知

り
ま
し
た
。

　
家
の
あ
る
所
ぶ
ど
う
あ
り
の
感
も

し
ま
す
が
、
ど
の
ぶ
ど
う
を
見
て
も

大
同
小
異
、
理
屈
に
合
っ
た
育
て
方

を
し
て
い
る
人
の
な
い
の
も
同
じ
で

す
．
肥
料
、
整
枝
、
摘
芯
、
病
虫
害

消
毒
と
日
照
の
関
係
等
々
、
聞
く
ほ

ど
に
そ
の
い
ず
れ
も
が
間
違
い
だ
ら

け
で
あ
る
こ
と
に
、
我
な
が
ら
痛
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
ん
ど
は
、

こ
の
土
地
に
合
っ
た
果
樹
、
た
と
え

ば
栗
、
柿
等
を
取
り
入
れ
、
早
い
時

期
（
三
月
頃
）
か
ら
回
数
も
多
く
し

て
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。中
条
青
年
の
村
，

　
星
名
正
則
（
中
町
）
2
7
歳

　
僕
は
今
二
十
七
歳
。
本
来
な
ら
ば
．

青
年
学
級
に
席
を
置
く
こ
と
の
で
き

な
い
年
齢
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
笑
え

語
り
合
え
る
仲
間
が
大
勢
い
る
の
で
、

歳
の
差
な
ん
て
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
月
二
～
五
回
の
各
広
場
、

月
一
～
二
回
の
で
あ
い
の
広
場
、
そ

の
ほ
か
各
種
講
習
会
も
あ
り
、
一
．

中
楽
し
く
有
意
義
に
す
．
こ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
集
い
は
公
民
館
内
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
仲
間
の
家
で
夜
明
け

ま
で
人
生
論
や
恋
愛
論
で
語
り
す
ご

す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
そ
ん
な
思
い
出
を
、
一
つ
で
も
多

く
残
し
て
お
こ
う
と
、
「
や
り
た
い
こ

と
を
の
び
の
び
や
れ
る
青
年
の
村
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多

　
四
月
の
第
一
回
を
欠
席
し
た
た
め
、

基
礎
を
き
か
ず
に
五
月
、
六
月
と
二

老
人
講
座
に
参
加
し
て

　
庭
野
ヨ
イ
（
江
道
）
72
歳

　
公
民
館
の
老
人
講
座
に
参
加
し
て

二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
家
で
農
業

を
し
て
い
る
合
間
に
、
こ
う
し
て
昔

の
仲
間
や
同
級
生
等
と
い
っ
し
ょ
に

編
物
を
し
た
り
版
画
を
し
た
り
す
る

の
は
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
く
生
き
が

い
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
き
た
弁
当
を
食

べ
る
昼
食
が
と
て
も
う
ま
い
し
、
話

を
す
る
の
が
楽
し
い
の
で
す
。

　
来
年
は
、
焼
物
等
も
や
っ
て
み
よ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
．
こ
ん
な
楽

し
い
講
座
に
、
ず
っ
と
続
け
て
出
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

薩こ

窒翁心身障害者扶養
響竃共済制度改正讐
茄峠轟轟轟轟晶轟轟晶嗣ρ

一年金月額

　4万円も可能に一

　
　
　
　
　
　
精
神
薄
弱
者
、
身

　
　
　
　
　
　
一
級
の
人
及
ひ
こ
れ

　
に
準
ず
る
程
度
に
精
神
や
身
体
に

永
続
的
な
障
害
を
持
つ
人
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者
が
加
人
し
、
自
分
の

死
後
、
障
害
者
の
一
生
を
通
じ
て
年

金
が
支
給
さ
れ
る
実
う
に
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
十
一
月
一
日
か
ら
制
度
が
一
部
改

正
さ
れ
、
六
十
κ
歳
未
満
の
人
ま
で

加
入
で
き
る
柔
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
保
護

係
（
暦
七
⊥
．
．
二
一
番
内
線
二
一

四

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
し

　　『歳末助け合い』

場麟㌘騨翻
に寄付することを目的としています・ぜ1
ひご協力ください。　　　　　　　　　1

禦傭、騰票・ワ，エ1

●
改
正
の
あ
ら
ま
し

区
　
　
分

現
　
　
行

改
　
　
正

加
入
制
限
年
齢

四
十
五
歳
未
満

六
レ
圧
歳
未
満

加
　
入
　
目
　
数

一
　
口
　
ま
　
で

二
　
口
　
ま
　
で

年
　
　
金
　
　
額

月
額
二
万
円

月
額
四
万
円

●
掛
金
（
月
額
）

1　ロ　目
現在加入している人

2　ロ　目
（1ロ目に加える額）

35歳未満　　　1，000円

35歳以 L40歳未満1，30〔）円

40歳以上45歳未満1，300円

1、500P】45歳以1・

45歳以上で
　これから加入する人

45歳以上5〔）歳未満3，200円

50歳以上55歳末満4、100円

55歳以上60歳未満5，300円

60歳以 ヒ65歳未満6，8（X）円

35歳未満　　　1，400円

35歳以上40歳未満1，900円

40歳以．上45歳未満2，60〔）円

45歳以．L50歳未満3，200円

50歳以上55歳未満4，玉00円

55歳以上60歳未満5，3（X）円

60歳以上65歳末満6，800円

支給された年金に所得税はかかりません。
掛金は所得控除の対象になります。

冬
期
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
・

還

§
杢
§

〉次※
の一
と口
お目
りの
減掛
免金
さに
れ限
まり
す’

　　①
　　生
　　活
　　保
　　護
　　受
　　給
　　中
百　　び）

都　人

②
市
民
税
を
課
せ
ら
れ
て

い
な
い
と
き
　
　
κ
十
督

③
市
民
税
の
均
等
割
の
み

を
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト

十
二
月
一
日
か
ら
ご
み
収
集
日
と
も
え
な
い
ご
み
の
埋
立
処
分
地
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

．
市
報
と
お
か
ま
ち
十
一
月
十
日
号
五
P
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。



へ
偽
へ

10）とおガ夢』雪

　
　
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
蛙
た
ち
（
柴
田
北
彦
作
）

　
　
　
　
　
　
　
54
年
県
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
－
十
日
町
高
校
演
劇
部
1

　
　
　
　
　
　
　
9

　
こ
．
一
は
北
国
、
あ
る
山
の
中
の
谷
　
　
が
響
い
て
い
る
。
人
間
が
山
を
崩
し
、
　
そ
ん
な
彼
ら
を
追
い
つ
め
る
か
の

の
底
．
夏
の
日
に
照
り
っ
け
ら
れ
た
　
　
岩
を
削
り
、
新
し
い
ダ
ム
を
作
ろ
う
　
よ
う
に
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
豪
意
か

こ
の
谷
に
、

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
号
音

と
し
て
し
る
．
、

　
だ
が
人
間
た
ち
は
知
ら
な
か
っ
た
、

こ
の
谷
の
小
さ
な
生
命
の
こ
と
を
、

今
ま
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
き
た
で
あ

ろ
う
蛙
た
ち
の
．
旨
と
を
。
蛙
た
ち
は

逃
げ
た
。
だ
が
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
は

容
赦
な
く
蛙
た
ち
の
生
命
を
奪
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
蛙
た
ち
は
数
奇

な
運
命
を
嘆
き
、
人
間
の
仕
打
ち
を

恨
み
、
・
て
れ
に
も
増
し
て
、

惨
め
な
蛙
で
あ
る
自
分
自

身
を
憎
ん
だ
．

　
若
い
男
と
女

の
乗
っ
た
車
が
、

あ
る
家
の
中
に

飛
び
込
ん
で
き

ま
す
。
そ
こ
で

繰
り
広
げ
ら
れ

る
数
々
の
奇
々

怪
々
の
人
間
の

絡
み
合
い
」

そ
れ
は
、
何
が

厚
正
”
イ
、
－
、
何
が

　
ゴ
ロ
ヤ
　
　
　
も
　
の

　
魁
”
カ
　
　
ま

た
何
が
“
生
”

で
何
が
“
死
”

な
の
か
。
人
問

的
観
念
と
現
代

の
若
者
像
を
五

人
の
キ
ャ
ス
ト

　
…
男
と
女
、

夫
の
妻
、
そ
の
妹
－
…
が

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
よ
う

な
行
動
を
し
て
対
象
的
に

描
き
だ
さ
れ
ま
す
。

谷
を
揺
が
す
。
だ
カ
こ
の
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
．
；
て
が
蛙
た
ち
に
新
し
い
運
命

を
運
ん
で
く
る
の
で
あ
る
…
…
。

（
今
年
度
、
県
芸
術
祭
演
劇
部
門
で

奨
励
賞
を
受
賞
、
演
技
面
で
は
県
ド

高
校
演
劇
界
随
｝
と
評
さ
れ
た
．
そ

の
時
は
、
約
二
十
分
ほ
ど
カ
ツ
ト
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
を
、
今
回

は
全
部
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）
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ぽくらは生まれ変った木の葉のように

　　　　　　　（清水邦夫作）
　一十日町青年学級演劇コースー

祝
い
日

（
内
木
文
英
作
）
ー
十
日
町
実
業
高
校
演
劇
部
ー

　
貧
乏
な
町
医
者
の
父
と
、
そ
ん
な

父
が
好
き
で
一
緒
に
な
っ
た
母
、
、
．

人
の
子
供
達
。
五
人
家
族
が
長
女
の

結
婚
と
い
う
問
題
を
背
景
に
、
貧
乏

に
対
す
る
不
満
や
考
え
を
表
現
し
て

行
く
、

　
．
長
女
せ
い
子
の
二
卜
歳
の
誕
生
日

に
、
母
が
お
見
合
い
の
話
を
だ
す
。

父
は
見
合
い
に
反
対
だ
っ
た
が
、
母

は
家
が
貧
乏
の
た
め
、
苦
労
し
っ
づ

け
た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
た
か
ら
、

あ
え
て
娘
に
見
合
い
を
押
し
つ
け
よ

市
内
演
劇
団
体

含
同
公

　
”
歓
迎
も
さ
れ
な
け
れ
ぱ
、
虐
待

も
な
い
”
ー
青
年
の
現
代
社
会
、

体
制
的
社
会
の
中
で
の
生
き
ざ
ま
を
、

田
舎
の
若
者
が
都
会
の
若
者
と
し
て

い
か
に
表
現
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　
※
後
記

　
原
作
者
は
新
井
市
の
出
身
で
、
早

稲
田
大
学
演
劇
科
卒
業
後
、
劇
作
家

と
し
て
、
大
都
会
東
京
新
宿
を
舞
台

と
し
た
若
者
達
の
生
態
を
主
体
に
描

い
た
作
品
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
※
青
年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
が
、
今

ま
で
に
な
く
斬
新
的
に
取
り
組
ん
だ

意
欲
的
な
演
劇
で
す
。

　
（
市
内
に
演
劇
の
火
を
絶
や
さ
ず

に
…
－
・
と
の
使
命
感
を
持
ち
な
が
ら

こ
と
し
で
六
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

十
．
．
．
名
の
メ
ン
バ
ー
が
、
キ
ャ
ス
ト
、

ス
タ
ッ
フ
に
フ
ル
回
転
し
て
い
ま
す
）

ブス（創作脚本）一演親会一

12122仕）

昼3：00～学生
夜7：00～一般

　
「
む
か
し
が
あ
っ
た

と
，
バ
ッ
パ
（
婆
）
と

娘
っ
子
が
い
た
と
。
・
ノ
、

の
娘
っ
子
は
ブ
ツ
と
い

う
名
前
だ
と
・
：
」
’
、
曳
始

ま
る
の
が
、
こ
の
地
方

の
昔
話
「
ブ
ツ
む
か
し
」

イ
．
k
す
。

　
「
ブ
ス
」
は
こ
の
話

を
も
と
に
、
κ
ト
一
年

度
の
青
年
学
級
演
劇
コ

ー
ス
が
戯
曲
化
し
ま
し

た
。
バ
ッ
パ
は
八
圧
郎

と
い
う
怠
け
者
の
親
父

に
、
ブ
ツ
は
ブ
ス
と
い

う
ま
ぬ
け
な
息
子
に
直

＝＝＝

う
と
し
た
。
し
か
し
、
せ
い
子
に
は

以
前
か
ら
・
い
に
き
め
た
人
が
い
た
。

　
　
　
　
ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
妹
の

　
　
　
幸
江
に
そ
の
こ
と
を
知
ら

　
　
　
　
れ
た
せ
い
子
は
、
自
分
の

気
持
を
妹
に
素
直
に
打
ち
明
け
る
の

だ
っ
た
。

　
多
、
ん
な
時
、
せ
い
子
の
留
守
に
恋

人
の
林
が
訪
問
す
る
．
せ
い
子
へ
の

林
の
気
持
を
聞
か
さ
れ
、
母
は
逆
上

し
、
せ
い
子
の
嫁
人
り
先
は
き
ま
っ

て
い
る
と
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

母
を
妹
の
幸
江
は
責
め
る
の
だ
が
…
．

（
部
が
で
き
て
κ
年
目
を
迎
え
る
．

・
長
う
や
く
実
の
あ
る
活
動
期
に
入
っ

、
又
き
た
よ
う
で
す
、
脚
本
選
定
の
苦

労
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
市
内
に
お

け
る
文
化
活
動
の
］
端
を
担
う
演
劇

団
体
に
成
長
す
る
こ
と
が
、
部
員
全

員
の
希
望
で
も
あ
り
ま
す
）

　
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
　
　
　
今
目
は
死
ん
だ
カ
ッ
カ

　
　
　
　
の
命
日
。
　
ブ
ス
は
和
尚
様

を
迎
え
に
行
き
ま
す
、
八
κ
郎
に
「
お

っ
さ
ま
は
黒
い
衣
を
着
て
る
ん
た
ん

が
、
ま
ち
が
う
な
」
と
い
わ
れ
て
、

ブ
ス
は
黒
い
牛
に
「
お
っ
さ
ま
、
今

目
は
ご
苦
労
し
て
く
ん
ね
え
か
の
…

－
・
」
・
て
の
後
も
、
甘
酒
の
人
っ
た
カ

メ
は
割
る
し
、
和
尚
様
の
衣
は
焼
や

し
て
し
ま
う
し
、
と
に
か
く
失
敗
だ

ら
ナ
。

　
’
．
、
も
、
こ
ん
な
ブ
ス
で
も
役
に
立

つ
こ
と
も
あ
る
の
で
す
、
八
κ
郎
は

「
や
っ
ば
り
お
れ
の
せ
が
れ
だ
」
と

重
口
ぶ
の
ー
．
k
す
が
、
さ
て
、
ブ
ス
’
．
k
も

♂
ぐ
き
る
こ
と
と
よ
ー
…
。

（
演
親
会
は
、
こ
と
し
の
春
、
青

年
学
級
演
劇
コ
ー
ス
の
O
B
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
演
劇
グ
ル
㌧
フ
で
す
。

「
ド
ロ
臭
い
む
ら
芝
居
」
「
い
つ
ー
．
k
も

ど
こ
で
も
で
き
る
芝
居
」
を
合
言
葉

に
け
い
こ
中
－
、
、
す
）
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マ
マ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

　
　
児
玉
信
子
（
稲
葉
）
32
歳

　
吉
田
公
民
館
活
動
の
中
で
、
マ
マ

さ
ん
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
水
曜
β
に
な
る
と
、

　
「
お
母
さ
ん
、
コ
ー
ラ
ス
に
行
く
時

閥
よ
」
と
子
供
達
に
い
わ
れ
ま
す
。

　
ご
時
問
た
ら
ず
で
す
が
、
腹
か
ら

声
を
だ
す
の
は
気
分
転
換
に
な
り
ま

恥
す
。
皆
さ
ん
の
顔
も
な
ご
や
か
で
す
。

十
分
問
の
休
憩
に
は
、
飴
を
ま
わ
し

合
い
口
に
ふ
く
め
ま
す
。
そ
し
て
ま

た
良
い
声
（
？
）
で
歌
い
続
け
ま
す
。

先
日
は
、
逆
巻
混
泉
に
紅
葉
刈
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
お
互
い
の
心
の
つ
な
が
り
、
ま

た
地
域
社
会
の
一
致
協
力
に
も
つ
な

が
る
こ
と
と
、
公
民
館
活
動
を
た
い

へ
ん
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ぶ
ど
う
作
り
教
室
に
参
加
し
て

　
　
上
村
龍
治
（
土
市
）
63
歳

回
の
現
地
教
室
に
参
加
し
、
食
え
る

盆
栽
の
む
ず
か
し
さ
を
つ
く
づ
く
知

り
ま
し
た
。

　
家
の
あ
る
所
ぶ
ど
う
あ
り
の
感
も

し
ま
す
が
、
ど
の
ぶ
ど
う
を
見
て
も

大
同
小
異
、
理
屈
に
合
っ
た
育
て
方

を
し
て
い
る
人
の
な
い
の
も
同
じ
で

す
．
肥
料
、
整
枝
、
摘
芯
、
病
虫
害

消
毒
と
日
照
の
関
係
等
々
、
聞
く
ほ

ど
に
そ
の
い
ず
れ
も
が
間
違
い
だ
ら

け
で
あ
る
こ
と
に
、
我
な
が
ら
痛
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
お
願

い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
ん
ど
は
、

こ
の
土
地
に
合
っ
た
果
樹
、
た
と
え

ば
栗
、
柿
等
を
取
り
入
れ
、
早
い
時

期
（
三
月
頃
）
か
ら
回
数
も
多
く
し

て
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。中
条
青
年
の
村
，

　
星
名
正
則
（
中
町
）
2
7
歳

　
僕
は
今
二
十
七
歳
。
本
来
な
ら
ば
．

青
年
学
級
に
席
を
置
く
こ
と
の
で
き

な
い
年
齢
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
笑
え

語
り
合
え
る
仲
間
が
大
勢
い
る
の
で
、

歳
の
差
な
ん
て
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
村
で
は
、
月
二
～
五
回
の
各
広
場
、

月
一
～
二
回
の
で
あ
い
の
広
場
、
そ

の
ほ
か
各
種
講
習
会
も
あ
り
、
一
．

中
楽
し
く
有
意
義
に
す
．
こ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
集
い
は
公
民
館
内
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
仲
間
の
家
で
夜
明
け

ま
で
人
生
論
や
恋
愛
論
で
語
り
す
ご

す
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。

　
そ
ん
な
思
い
出
を
、
一
つ
で
も
多

く
残
し
て
お
こ
う
と
、
「
や
り
た
い
こ

と
を
の
び
の
び
や
れ
る
青
年
の
村
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多

　
四
月
の
第
一
回
を
欠
席
し
た
た
め
、

基
礎
を
き
か
ず
に
五
月
、
六
月
と
二

老
人
講
座
に
参
加
し
て

　
庭
野
ヨ
イ
（
江
道
）
72
歳

　
公
民
館
の
老
人
講
座
に
参
加
し
て

二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
家
で
農
業

を
し
て
い
る
合
間
に
、
こ
う
し
て
昔

の
仲
間
や
同
級
生
等
と
い
っ
し
ょ
に

編
物
を
し
た
り
版
画
を
し
た
り
す
る

の
は
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
く
生
き
が

い
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
き
た
弁
当
を
食

べ
る
昼
食
が
と
て
も
う
ま
い
し
、
話

を
す
る
の
が
楽
し
い
の
で
す
。

　
来
年
は
、
焼
物
等
も
や
っ
て
み
よ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
．
こ
ん
な
楽

し
い
講
座
に
、
ず
っ
と
続
け
て
出
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

薩こ

窒翁心身障害者扶養
響竃共済制度改正讐
茄峠轟轟轟轟晶轟轟晶嗣ρ

一年金月額

　4万円も可能に一

　
　
　
　
　
　
精
神
薄
弱
者
、
身

　
　
　
　
　
　
一
級
の
人
及
ひ
こ
れ

　
に
準
ず
る
程
度
に
精
神
や
身
体
に

永
続
的
な
障
害
を
持
つ
人
を
扶
養
し

て
い
る
保
護
者
が
加
人
し
、
自
分
の

死
後
、
障
害
者
の
一
生
を
通
じ
て
年

金
が
支
給
さ
れ
る
実
う
に
な
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
十
一
月
一
日
か
ら
制
度
が
一
部
改

正
さ
れ
、
六
十
κ
歳
未
満
の
人
ま
で

加
入
で
き
る
柔
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
細
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
保
護

係
（
暦
七
⊥
．
．
二
一
番
内
線
二
一

四

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
し

　　『歳末助け合い』

場麟㌘騨翻
に寄付することを目的としています・ぜ1
ひご協力ください。　　　　　　　　　1

禦傭、騰票・ワ，エ1

●
改
正
の
あ
ら
ま
し

区
　
　
分

現
　
　
行

改
　
　
正

加
入
制
限
年
齢

四
十
五
歳
未
満

六
レ
圧
歳
未
満

加
　
入
　
目
　
数

一
　
口
　
ま
　
で

二
　
口
　
ま
　
で

年
　
　
金
　
　
額

月
額
二
万
円

月
額
四
万
円

●
掛
金
（
月
額
）

1　ロ　目
現在加入している人

2　ロ　目
（1ロ目に加える額）

35歳未満　　　1，000円

35歳以 L40歳未満1，30〔）円

40歳以上45歳未満1，300円

1、500P】45歳以1・

45歳以上で
　これから加入する人

45歳以上5〔）歳未満3，200円

50歳以上55歳末満4、100円

55歳以上60歳未満5，300円

60歳以 ヒ65歳未満6，8（X）円

35歳未満　　　1，400円

35歳以上40歳未満1，900円

40歳以．上45歳未満2，60〔）円

45歳以．L50歳未満3，200円

50歳以上55歳未満4，玉00円

55歳以上60歳未満5，3（X）円

60歳以上65歳末満6，800円

支給された年金に所得税はかかりません。
掛金は所得控除の対象になります。

冬
期
ゴ
ミ
収
集
に
つ
い
て
・

還

§
杢
§

〉次※
の一
と口
お目
りの
減掛
免金
さに
れ限
まり
す’

　　①
　　生
　　活
　　保
　　護
　　受
　　給
　　中
百　　び）

都　人

②
市
民
税
を
課
せ
ら
れ
て

い
な
い
と
き
　
　
κ
十
督

③
市
民
税
の
均
等
割
の
み

を
課
せ
ら
れ
て
い
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト

十
二
月
一
日
か
ら
ご
み
収
集
日
と
も
え
な
い
ご
み
の
埋
立
処
分
地
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

．
市
報
と
お
か
ま
ち
十
一
月
十
日
号
五
P
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。



偽
偽
へ
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忘
年
会
、
新
年
会
の
時
季
に
な
り
、

料
理
店
、
飲
食
店
、
旅
館
等
を
利
用

す
る
機
会
が
多
く
な
る
時
期
で
す
．

　
そ
の
場
合
、
十
欝
の
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
か
か
り
、
お
店
で
は
公
給

領
収
証
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
．
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
が
料
金
と
い

っ
し
ょ
に
、
料
理
飲
食
等
消
費
税
を

納
め
た
し
る
し
で
す
か
ら
、
必
ず
受

け
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

公
給
領
収
証
を
発
行
し
な
か
っ
た
り
、

私
製
の
領
収
証
を
発
行
し
た
と
き
は
、

財
務
事
務
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
定
の
金
額
（
免
税
点
）

以
下
の
飲
食
や
宿
泊
に
は
税
金
が
か

か
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
給
領
収
証
は

発
行
し
ま
せ
ん
。
免
税
点
は
左
記
の

表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
旅
館

や
飲
食
店
等
で
遊
興
を
伴
う
飲
食
を

行
っ
た
場
合
は
、
免
税
点
の
適
用
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
営
住
宅
の

　
　
　
入
居
基
準
改
定

　
公
営
住
宅
法
施
行
令
の
改
定
に
よ

り
、
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
入
居
基

準
の
収
入
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
　
第
一
種
市
営
住
宅
は
、
五
万
五
千

円
を
超
え
九
万
五
千
円
以
下
に
（
改

定
前
は
四
万
七
千
円
を
超
え
八
万
千

円
以
下
）
第
二
種
市
営
住
宅
は
、
五

時飛⑨～誰を．

い
裳
塗
噛
禰
健
含
う

未
覇
徽
磁
、
，
鍵
．

　
　
騰
灘
縫
穫
礁
・
沸
・

　
国
民
年
金
に
加
入
し
な

か
っ
た
り
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
か
れ
る
と
、
将
来

年
金
が
支
給
さ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
既
に
お
わ

　
　
　
ク

国
民
津
全
の
特
癩
納
叶

肥
勧
五
士
一
『
等
セ
ハ
か
う

曲
智
蓋
年
奮
手

か
り
い
た
だ
、
け
た
と
思
い
ま
す
。
H

さ
ん
は
、
つ
い
う
っ
か
り
と
保
険
料

納
め
忘
れ
が
長
く
つ
も
り
つ
も
っ
た

か
た
で
す
．
こ
れ
で
は
、
老
齢
年
金
は

と
て
も
受
け
ら
れ
る
は
ず
か
な
く
無

年
金
病
者
に
な
り
て
し
ま
い
ま
す
、

　
同
年
輩
の
み
な
さ
ん
が
老
後
年
金

を
受
け
て
く
つ
ろ
い
で
い
る
の
に
、

自
分
だ
け
年
金
な
し
の
ひ
と
り
ほ
っ

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
特
効
薬
「
特
例
納
付
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　
特
例
納
付
の
保
険
料
は
一
ヵ
月
、

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

免
　
税
　
点

料
理
店
・
小
料
理
店
・
バ
ー
．
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど

免
税
点
適
用
な
し

宿
泊
（
翻
畿
鰯
豊
甑
曝
．
螺
硬
．
）

一
人
一
泊
に
つ
き

　
四
、
○
O
O
円

館
ル
　
テ
旅
ホ

宿
泊
者
の
追
加
飲
食
・
夜
食
・
間
食
・
昼
食

等
休
憩
及
び
飲
食

一
人
一
回
に
つ
き

　
二
、
O
O
O
円

飲
食
店
・
喫
茶
店
な
ど

一
人
一
回
に
つ
き

　
二
、
O
O
O
円

経
理
区
分
食
堂
（
デ
パ
ー
ト
の
食
堂
な
ど
）

一
品
に
つ
き

　
て
O
O
O
円

仕
出
し
・
出
前

一
人
前

　
二
、
O
O
O
円

　市役所では、12月29日㈹～

1月3日㈱まで平常業務は休

ませていただきます。ただし、

市民課、会計課、税務課、下

水道課の窓口業務は29日（ガの

午前中、30日旧1の午前中も行

いますのでご利用ください。

離業鰻醍綱膜
　衛生施設組合では、12項30

日（日）～1月3日困までごみ収

集を休ませていただきます・

なお、焼却場ヘグ）ゴミの持ち

込みは12月29・30日は1日中

31日は午前中まで受付ます。

埋立地は12月30日まで受付て

います。

四
千
円
×
納
め
忘
れ
月
数
と
チ
ョ
ノ

ト
高
く
つ
く
よ
う
で
す
か
、
二
れ
で

百
育
年
金
権
を
満
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
．
納
付
期
限
は
昭
和
五
十
五
年

六
月
末
日
ま
で
で
す
．
分
割
納
付
も

♂
．
・
き
ま
す
。

　
O
特
例
納
付
で
き
る
人

　
明
治
四
十
四
年
四
月
二
日
以
降
生

ま
れ
の
強
制
加
入
対
象
者
で
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
人
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
等
の
任
意
加
入
者
を
除
く
）

　
加
入
届
を
し
て
い
な
か
っ
た
人

　
○
特
例
納
付
に
貸
付
資
金

　
特
例
納
付
し
た
い
が
資
金
が
足
り

な
く
て
…
と
い
う
か
た
に
県
の
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
，

　
対
象
者
…
世
帯
の
月
収
が
つ
ぎ
の

金
額
以
内
で
あ
る
こ
と
．
四
万
四
千

円
x
世
帯
人
員
”
金
額

　
貸
付
額
…
最
高
五
レ
万
円
　
利
率

は
年
三
育
（
据
置
期
間
中
は
無
利
子
）

　
償
還
期
問
…
据
置
期
間
（
六
ヵ
月
）

経
過
後
三
年
以
内
。
受
付
期
間
…
昭

和
五
十
五
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

　
申
込
先
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
事

務
所
内
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
．
（
8
七
±
一
二
一
一
番
内
線
一
二

五
）

万
五
千
円
以
下
に
（
改
定
前
は
四
万

七
千
円
以
下
）

　
ま
た
現
在
、
谷
内
丑
市
営
住
宅

（
第
二
種
六
戸
）
黒
沢
県
営
住
宅
（
第

一
種
）
三
戸
の
空
家
が
あ
り
ま
す
の

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
資
格
は
、
単

身
者
を
除
き
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
の
あ
る
人
で
す
．
問
い
合
わ
せ

は
市
社
会
福
祉
事
務
所
（
8
七
±
．
一

一
二
番
内
線
二
一
五
）
ま
で
．

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
亭
業
へ

　
▼
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
一
万
円

▼
群
馬
県
人
会
　
五
千
円
　
▼
内
藤

直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
十
日
町
市

農
協
（
農
協
祭
慈
善
ナ
ベ
）
三
万
七

百
六
十
一
円
　
▼
高
橋
重
正
（
本
町

四
丁
目
）
六
千
二
百
十
円
　
▼
f
日

町
高
校
定
時
制
（
文
化
祭
利
益
）
八

千
六
百
五
十
円
　
▼
ク
ラ
ブ
ド
ン

ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
優
待
券
六
十
枚

▼
㈱
田
倉
　
衣
料
品
（
ド
着
上
下
、

今
月
の
納
税

ク
ツ
ド
三
万
五
千
円
相
当
）

四
ツ
宮
荘
へ

　
▼
八
田
食
晶
　
日
本
画
（
額
つ
き
）

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
十
八
日
図
午
前
九
時

～
十
一
時
ま
で
　
川
治
下
町
第
一
・

第
二
、
川
治
下
町
第
三
の
一
部
、
山

本
町
一
丁
目
の
一
部
、
妻
有
町
東
一

丁
目
の
一
部
▼
十
二
月
十
九
目
困

午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
昭
和
町
一

葱．

隅瞥
　　　　し　　

　

　　一活
　　　　備
　　　　1状
　　　　ピに

（
臨
鞠
廉
蝦
第
五
期
）

漫

あ
あ
之
と
り
Σ
血

采
耳
は
さ
＆
耳
よ

㊨
噛

・
納
期
限
十
二
月
二
十
五
日

い
φ
あ
　
　
モ
デ
㈹
鯉

あ
り
ま
す

　
　
4ウ馨。

衣
f

翰
．
、

㌧．㌧溺妊

丁
目
の
一
部
、
寿
町
四
丁
目
の
一
部
、

千
歳
町
三
丁
目
の
一
部
　
▼
十
二
月

二
十
一
日
働
　
午
前
九
時
～
正
午
ま

で
　
新
座
第
．
・
第
二
の
各
一
部
、
太

子
堂
の
一
部
、
塚
田
の
一
部
　
▼
十

二
月
二
十
四
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四

時
ま
で
中
町
の
一
部
、
背
戸
、
ド
町

の
一
部
、
中
条
島
の
一
部
、
峠
の
一

部
、
梅
沢

　
　
　
　
　
　
　
鼓
．

づ
巳
が
2
錨

○
年
末
が
せ
ま
り
、
市
内
の
こ
の
一

年
の
出
来
事
を
拾
っ
て
み
ま
す
と
、
ま

ず
二
月
に
は
、
盛
大
に
三
十
回
の
雪

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
四
月
に
は
県
議

選
、
市
長
、
市
議
選
、
十
月
に
は
衆

院
選
と
選
挙
が
続
き
ま
し
た
．
そ
し

’
＼
春
日
市
政
か
ら
諸
里
市
政
へ
と

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
訳
で
す
、
四

月
に
は
博
物
館
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
様
々
な
二
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

あ
と
二
十
目
あ
ま
り
で
、
昭
和
症
十

四
年
は
暮
れ
て
行
き
ま
す
。

～
納
税
は
働
く
み
ん
な
の
合
言
葉
～
（
吉
田
典
良
．
十
中
）

■市勢／人ロ…50，156人（男24，637人・女25，519人）／世帯数…l　I’950／面積…21r、44k㎡（l　l月1日現在）
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